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令和４年度 社会福祉法人新座市社会福祉協議会事業報告書 

 法人運営事業の実施  

１ 会議開催状況（理事会、監事会、評議員会等を次のとおり開催しました。） 

会 議 名 月  日 主 要 付 議 （ 議 決 ） 事 項 

理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 

６月７日 

(出席理事１３人 

・出席監事２人) 

 

（１）専決処分の承認を求めることについて 

「令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会

社会福祉事業区分補正予算（第７号）」 

（２）専決処分の承認を求めることについて 

「令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会

公益事業区分補正予算（第１号）」 

（３）令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会事

業報告の認定について 

（４）令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会社

会福祉事業区分決算の認定について 

（５）令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会公

益事業区分決算の認定について 

（６）社会福祉法人新座市社会福祉協議会評議員選任・

解任委員会委員の選任について 

（７）社会福祉法人新座市社会福祉協議会評議員欠員補

充者の推薦について 

（８）令和４年度第１回新座市社会福祉協議会評議員会

の開催について 

令和４年 

９月２日 

(出席理事１３人 

・出席監事２人) 

 

（９）専決処分の承認を求めることについて 

「社会福祉法人新座市社会福祉協議会職員給与 

規程の一部を改正する規程」 

（10）社会福祉法人新座市社会福祉協議会職員育児・介 

護休業等に関する規則の一部を改正する規則 

（11）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会社会福祉事業区分補正予算（第１号）］ 

（12）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会公益事業区分補正予算（第１号）］ 
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会 議 名 月  日 主 要 付 議 （ 議 決 ） 事 項 

  

 

（13）令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会公 

益事業区分補正予算（第２号） 

令和５年 

１月１８日 

(出席理事１２人 

・出席監事２人) 

 

（14）社会福祉法人新座市社会福祉協議会職員給与規程 

の一部を改正する規程 

（15）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会社会福祉事業区分補正予算（第２号）］ 

（16）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会公益事業区分補正予算（第３号）］ 

（17）社会福祉法人新座市社会福祉協議会理事候補者の 

推薦について 

（18）社会福祉法人新座市社会福祉協議会評議員候補者 

の推薦について 

（19）令和４年度第２回新座市社会福祉協議会評議員会 

の開催について 

令和５年 

２月１５日 

(出席理事１２人 

・出席監事２人) 

（20）社会福祉法人新座市社会福祉協議会定款第１９条 

第２項に基づく副会長の選定について 

 

 

令和５年 

３月２２日 

(出席理事１４人 

・出席監事２人) 

 

 

（21）法人後見事業を実施することについて 

（22）社会福祉法人新座市社会福祉協議会定款の一部変 

更について 

（23）社会福祉法人新座市社会福祉協議会経理規程の一 

部を改正する規程 

（24）社会福祉法人新座市社会福祉協議会新座市東部第 

一地域包括支援センター運営規程の一部を改正 

する規程 

（25）社会福祉法人新座市社会福祉協議会指定介護予防 

支援事業所運営規程の一部を改正する規程 

（26）社会福祉法人新座市社会福祉協議会新座市東部第 

一地域包括支援センター就業規則の一部を改正 

する規則 
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会 議 名 月  日 主 要 付 議 （ 議 決 ） 事 項 

  （27）社会福祉法人新座市社会福祉協議会指定介護予防 

支援事業所就業規則の一部を改正する規則 

（28）社会福祉法人新座市社会福祉協議会役員等の報酬 

及び費用弁償に関する規程の一部を改正する規 

程 

（29）令和５年度役員等賠償責任保険の契約について 

（30）第４次新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画の 

承認について 

（31）令和５年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会事 

業計画について 

（32）令和５年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会社 

会福祉事業区分予算について 

（33）令和５年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会公 

益事業区分予算について 

（34）令和４年度第３回新座市社会福祉協議会評議員会 

の開催について 

監事会 

 

令和４年 

５月２３日 

(出席監事２人) 

令和３年度社会福祉事業区分会計及び公益事業区分

会計の事業報告、決算監査 

 

令和４年 

１２月１４日 

(出席監事２人) 

令和４年度社会福祉事業区分会計及び公益事業区分

会計の事業報告、中間監査 

 

評議員会 

 

令和４年 

６月２８日 

(出席役員４人 

・出席評議員 

３６人 

・出席監事２人） 

（１）専決処分の承認を求めることについて 

［令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会社会福祉事業区分補正予算（第７号）］ 

（２）専決処分の承認を求めることについて 

［令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会公益事業区分補正予算（第１号）］ 

（３）令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会事 

業報告の認定について 

（４）令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会社 

会福祉事業区分決算の認定について 

（５）令和３年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会公 
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会 議 名 月  日 主 要 付 議 （ 議 決 ） 事 項 

  益事業区分決算の認定について 

令和５年 

１月３１日 

(出席役員４人 

・出席評議員 

３３人） 

（６）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会社会福祉事業区分補正予算（第１号）］ 

（７）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会社会福祉事業区分補正予算（第２号）］ 

（８）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会公益事業区分補正予算（第１号）］ 

（９）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会公益事業区分補正予算（第２号）］ 

（10）専決処分の承認を求めることについて 

［令和４年度社会福祉法人新座市社会福祉協議 

会公益事業区分補正予算（第３号）］ 

（11）社会福祉法人新座市社会福祉協議会理事の選任に 

ついて 

令和５年 

３月２９日 

(出席役員５人 

・出席評議員 

３３人） 

（12）法人後見事業を実施することについて 

（13）社会福祉法人新座市社会福祉協議会定款の一部変 

更について 

（14）社会福祉法人新座市社会福祉協議会役員等の報酬 

及び費用弁償に関する規程の一部を改正する規 

程 

（15）令和５年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会事 

業計画について 

（16）令和５年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会社 

会福祉事業区分予算について 

（17）令和５年度社会福祉法人新座市社会福祉協議会公 

益事業区分予算について 

三役会議 

（会長･副会

長･常務理事） 

令和５年 

３月１４日 

（出席者５人） 

令和４年度 第５回理事会提出議案について 
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会 議 名 月  日 主 要 付 議 （ 議 決 ） 事 項 

助成金等 

審査委員会 

令和４年 

７月２２日 

（出席者９人） 

令和４年度地域福祉活動助成金の交付について 

 

令和４年 

１２月２３日 

（出席者７人） 

令和４年度地域ふれあい交流事業助成金の交付につ

いて 

評議員 

選任・解任

委員会 

令和４年 

６月１３日 

（出席者５人） 

委員長の選任について 

新座市社会福祉協議会評議員候補者の選任について 

令和５年 

２月１５日 

（出席者５人） 

新座市社会福祉協議会評議員候補者の選任について 

 

 

２ 事業実施状況 

① 社協会員の増強 

社会福祉協議会は、市民の皆様の参加による福祉団体で、市民の皆様が積極的に

会員となり、会費を納めていただくことにより自主財源が確保され、会員の皆様の

活動資金となるものです。 

■ 会員会費の区分 

普通会員 年会費  ５００円以上 特別会員 年会費 ５，０００円以上 

協力会員 年会費１，０００円以上 法人会員 年会費１０，０００円以上 

（普通会員は５００円～９９９円まで、協力会員は１，０００円～４，９９９円まで

として扱い、５００円未満は寄付金としての取扱いとなります。） 

 

■ 令和４年度会員及び会費の状況（令和５年１月１日現在世帯数７８，１５３世帯 ） 

会        費 

普通会員 協力会員 特別会員 法人会員 
その他 

寄付金 
合計 加入率 

19,549  

世帯・人 

563  

世帯・人 

52  

世帯・人・ 

団体 

49  

社 

 

 

20,213  

世帯・人・ 

団体・社 

 

25.86% 

9,811,100 

円 

593,500 

円 

301,000 

円 

500,000 

円 

2,374,456 

円 

13,580,056 

円 
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■ 会員数の推移 

年 度 普通会員 協力会員 特別会員 法人会員 会員計 加入率 

平成３０年度 
26,313  

世帯・人 

707  

世帯・人 

63  

世帯・人・団体 

49  

社 

27,134 36.47% 

令和元年度 
24,851  

世帯・人 

657  

世帯・人 

66  

世帯・人・団体 

56  

社 

25,630 33.94% 

令和２年度 
20,746  

世帯・人 

608  

世帯・人 

64  

世帯・人・団体 

43  

社 

21,461 28.00% 

令和３年度 
20,803  

世帯・人 

588  

世帯・人 

57  

世帯・人・団体 

35  

社 

21,483 27.78% 

 

■ 会員会費の推移                       （単位：円） 

年 度 普通会員 協力会員 特別会員 法人会員 その他 会費計 

平成３０年度 13,220,800 730,100 315,000 520,000 1,290,839 16,076,739 

令和元年度 12,409,300 697,300 325,000 640,000 1,349,688 15,421,288 

令和２年度 10,943,800 651,300 322,000 480,000 1,594,841 13,991,941 

令和３年度 10,248,700 619,200 272,000 390,000 2,455,318 13,985,218 

 

② 社協支部設置の推進 

新座市社協では、小地域福祉活動を実践するために町内会単位で社協支部設置を

推進しています。 

■ 支部設置状況 

年 度 町内会数 社協支部設置数 社協支部未設置町内会数 

平成３０年度 ６１町内会 ５２支部 ９町内会 

令和元年度 ６１町内会 ５２支部 ９町内会 

令和２年度 ６１町内会 ５２支部 ９町内会 

令和３年度 ６１町内会 ５２支部 ９町内会 

令和４年度 ６１町内会 ５２支部 ９町内会 

 

■ 支部一覧（順不同） 

№ 支 部 名 支部設立年月日 

１ 畑中支部 昭和６２年１０月２５日 

２ マーテルヒルズ支部 平成 ２年 ４月 １日 

３ 馬場一丁目支部 平成１０年 ４月２６日 
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№ 支 部 名 支部設立年月日 

４ 馬場二丁目支部 平成 ７年 ７月１０日 

５ 馬場三丁目支部 平成１０年 ７月２０日 

６ 馬場四丁目支部 平成２５年 ４月 ７日 

７ 新栄支部 平成２１年 ４月 ５日 

８ 栄三丁目支部 平成１９年 ５月 ５日 

９ 栄四丁目支部 昭和６２年 ５月１７日 

１０ 栄五丁目支部 平成 ７年 ８月 ６日 

１１ 池田支部 昭和５２年 ６月２６日 

１２ 片山支部 昭和５４年 ６月１０日 

１３ 栗原一丁目支部 昭和５３年 ６月２５日 

１４ 栗原二丁目支部 平成１９年 ４月 １日 

１５ 栗原三丁目支部 昭和５３年 ９月１６日 

１６ 栗原四丁目支部 昭和５３年 ９月１０日 

１７ 栗原五丁目支部 昭和５２年 ６月１１日 

１８ 栗原六丁目支部 昭和５７年 ６月１３日 

１９ 野寺支部 昭和５２年 ９月１５日 

２０ 堀ノ内支部 昭和５４年 ７月１７日 

２１ 石神支部 昭和６１年 ９月２８日 

２２ 北原支部 平成 ７年 ７月１０日 

２３ 新堀一丁目支部 平成 ６年 ５月２２日 

２４ 新堀二丁目支部 昭和５３年 ４月 １日 

２５ 新堀三丁目支部 平成１１年 ８月 ８日 

２６ 西堀支部 昭和５７年１１月１４日 

２７ 本多支部 昭和５７年１１月２８日 

２８ 菅沢支部 昭和５２年 ８月１５日 

２９ あたご三丁目支部 昭和６２年 ５月２４日 

３０ 中原支部 昭和５７年 ７月 ３日 

３１ 西分支部 昭和６２年 ７月３１日 

３２ 野火止一丁目支部 平成 元年 ４月 １日 

３３ 野火止上五支部 昭和５２年 ６月２６日 

３４ 野火止上六支部 昭和５９年１０月 １日 

３５ 野火止上支部 昭和５３年 ２月１１日 

３６ 野火止中支部 昭和６２年 ７月２５日 
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№ 支 部 名 支部設立年月日 

３７ 野火止下支部 昭和５２年 ７月１７日 

３８ 武蔵野北スカイハイツ支部 平成１９年 ５月１９日 

３９ 中野支部 昭和５４年１１月 １日 

４０ 大和田一・二丁目支部 昭和５６年 ２月２８日 

４１ 大和田三・四丁目支部 昭和５３年 ９月１７日 

４２ 大和田五丁目支部 昭和５３年 ２月１１日 

４３ 新座一丁目支部 平成 ４年１０月 １日 

４４ 新座二丁目支部 平成 ８年 ５月２５日 

４５ 新座団地支部 平成１２年 ５月１４日 

４６ 新座住宅支部 平成１１年１０月３１日 

４７ 新座リバーサイド支部 平成１４年 ４月 １日 

４８ 北野一・二丁目支部 昭和５２年 ７月 ９日 

４９ 北野三丁目支部 昭和５７年 ８月 ９日 

５０ 東一丁目支部 昭和５７年 ７月１０日 

５１ 東二丁目支部 昭和５５年 ３月１６日 

５２ 東三丁目支部 平成 ４年 ４月 １日 

 

③ 支部コミュニティ教室の開催  

新座市社協支部の活動の充実を図るために支部単位で実施している事業で、令和

４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、次の１支部（１回）

で実施され、２６人の参加がありました。 

■ 支部コミュニティ教室開催状況 

支 部 名 開 催 日 参加人数 主 な 内 容 

新座住宅 ７月１０日 ２６人 
講師を迎え、高齢社会と団地のこれか

らの地域福祉についての話及び懇談会 

 

■ 開催状況 

年度 支部数 開催回数 参加人数 

平成３０年度 ４支部 ４回 ２１２人 

令和元年度 ４支部 ４回 １８９人 

令和２年度 ０支部 ０回 ０人 

令和３年度 ０支部 ０回 ０人 

令和４年度 １支部 １回 ２６人 
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④ 会食ふれあい事業の実施 

地域に居住する高齢者等が、地域社会との交流を広め健康の増進を図るため、各

地域の集会所等を会場に新座市社協支部が実施しています。令和４年度は、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、集会所等での新たな利用ルール等

が設けられ、会食ふれあい事業の実施が難しい状況がありましたので、会食ふれあ

い事業の開催はありませんでした。 

また、令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の状況が見通せ

ず、会食ふれあい事業の実施が難しい状況であったため、事業の対象者を地域で見

守ることを目的に新座市社協支部のボランティアがお弁当等を訪問して配布した

り、集会所等で配布したりする特例の取組を、３０支部で１０２回実施しました。 

■ 会食ふれあい事業活動状況（年度別） 

 

 

 

 

 

 

 

■ 会食ふれあい事業（特例の取組）活動状況（年度別） 

 

 

 

 

 

■ 令和４年度会食ふれあい事業（特例の取組）実績（上半期・下半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 人 人 人

回 人 人 人

回 人 人 人

回 人 人 人

回 人 人 人

 ８２

 ４３

 ２,６５４

 ２４８令和２年度  １ 支部  ５  １６６

平成３０年度

 ９,９１０令和元年度  ４２ 支部  ２２２  ７,２５６

 ０ ０令和４年度  ０支部  ０ ０

年度

 １１,００５ ２,９１２ ８,０９３ ２４９支部

合計参加者数（延べ）奉仕者数（延べ）対象者数（延べ）実施回数実施支部数

 ２０  ６２令和３年度  １ 支部  １  ４２

 

回 人 人 人

回 人 人 人

回 人 人 人

支部  ３３  ２,８６３  ４１５  ３,２７８

 １,３４５  ８,３５８

年度 実施支部数 実施回数 対象者数（延べ） 奉仕者数（延べ） 合計参加者数（延べ）

令和４年度  ３０ 支部  １０２  ７,０１３

令和２年度  １９

 ９７４  ６,０６４令和３年度  ２５ 支部  ７２  ５,０９０

 

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人 １７２  ４６  ４  ２３５  ６４9 栗原五丁目  １  ６３  １８  ３

 １  １１  ７  １  １１  ７

 ２５  ３  １  ２５  ３

8 栗原四丁目

7 栗原三丁目  １

 １  ２６  ６  １  ２６  ６

 １０７  ２９  ４  ２２１  ５９

6 栗原一丁目

5 片山  ２  １１４  ３０  ２

 ２  １３１  ２１  ４  ２７５  ４２

 ２５０  ２０  ３  ３２７  ３２

4 池田  ２  １４４  ２１

3 栄五丁目  １  ７７  １２  ２

 １  ４５  ８  ２  ２１５  １６

 ７０  １０  ２  １３１  ２４

2 栄三丁目  １  １７０  ８

奉仕者数 回数 対象者数 奉仕者数

1 新栄  １  ６１  １４  １

№ 支　部　名
上半期 下半期 年度合計

回数 対象者数 奉仕者数 回数 対象者数
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■ 会食ふれあい事業「調理ボランティアさんの調理教室」 

 毎年秋に十文字学園女子大学、中央公民館にて開催していました「調理ボランティ

アさんの調理教室」は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、令和４

年度の開催はありませんでした。 

 

⑤ 子ども食堂事業の実施 

 主に小・中学生を対象に、子どもがひとりでの食事となってしまう状況や十分に食

事をすることのできない状況を防ぐことを目的に、安心して来ることができて、地域

の様々な人たちと触れ合いながら、おいしくごはんを食べることのできる場所となる

よう、地域の集会所等を会場に社協支部が実施しています。令和４年度は、新型コロ

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人

10 野寺  ３  ４５７  １４

12 新堀一丁目  ３  １３１  ４１

11 石神  １  ８３  ２１

対象者数

 ２  ８５  ２６  ５  ２１６  ６７

 １  ８３  ２１

 １  １３６  ６  ４  ５９３  ２０

14 西堀  １  ３８  １４

奉仕者数 回数 対象者数 奉仕者数

13 新堀二丁目  １

№ 支　部　名
上半期 下半期 年度合計

回数 対象者数 奉仕者数 回数

 ２  ７７  ２６  ３  １１５  ４０

 １９５  １９  １  １９５  １９

16 あたご三丁目  １  ３６  １２

15 本多  １  １８  ３

 １  ３６  １２

 ６０  ６  ２  ７８  ９ １

18 野火止一丁目  １  １４  ９

17 西分

 ２  ４２  １７  ３  ５６  ２６

 １３０  ５０  １  １３０  ５０ １

20 大和田三・四丁目

19 武蔵野北スカイハイツ  ２  ２６  ２４

 １  ５９  ９  １  ５９  ９

 ２５  ２１  ４  ５１  ４５ ２

22 新座一丁目  ５  ２４７  ５４

21 大和田五丁目

 ６  ２９６  ７５  １１  ５４３  １２９

 ４０３  ５１  ６  ４０３  ５１ ６

24 新座団地  ３  ２４６  ４９

23 新座二丁目  ２  １０１  ６３

 ４  ３５５  ６３  ７  ６０１  １１２

 ４８  ３９  ４  １４９  １０２ ２

26 新座リバーサイド  １  １５３  １９

25 新座住宅  ５  ５２７  ８６

 １  １５３  １９

 ７２６  １０２  １１  １,２５３  １８８ ６

28 東一丁目  １  ２４１  ２３

27 北野一・二丁目  ３  ２２３  ３７

 １  ２４１  ２３

 １３２  ５３  ９  ３５５  ９０ ６

 ３  １６３  ５０

 ７４  １０  １  ７４  １０

30 東三丁目  ２  １０７  ３４

29 東二丁目  １

合　計  ４３ 回

 ３,２７７  ６０６
 ５９

 １  ５６  １６

 １,３４５

 ３,８８３  ４,４７５  ８,３５８
回

 ３,７３６  ７３９
 １０２ 回

 ７,０１３
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ナウイルス感染症の感染拡大の影響により、子ども食堂事業の開催はありませんでし

た。 

また、令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の状況が見通せず、

子ども食堂事業の実施が難しい状況であったため、事業の対象者を地域で見守ること

を目的に新座市社協支部のボランティアがお弁当等を集会所等で配布したりする特

例の取組を、１０支部で１６回実施しました。 

■ 子ども食堂事業活動状況（年度別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 子ども食堂（特例の取組）活動状況（年度別） 

 

 

 

 

 

■ 令和４年度子ども食堂事業（特例の取組）実績（上半期・下半期別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 人 人 人

回 人 人 人

回 人 人 人

回 人 人 人

回 人 人 人 ０  ０

年度 実施支部数 実施回数 対象者数（延べ） 奉仕者数（延べ） 合計参加者数（延べ）

令和４年度  ０ 支部  ０  ０

 ０  ０令和３年度

 １,８０９令和元年度  １０ 支部  ２３  １,５３２  ２７７

 ３０５  １,９０１平成３０年度  ９ 支部  ２５  １,５９６

 ０ 支部  ０  ０

 ０  ０令和２年度  ０ 支部  ０  ０

 

回 人 人 人

回 人 人 人

回 人 人 人

 ８５  ７３６令和３年度  ６ 支部  ８  ６５１

 １６６  １,５３１

年度 実施支部数 実施回数 対象者数（延べ） 奉仕者数（延べ） 合計参加者数（延べ）

令和４年度  １０ 支部  １６  １,３６５

令和２年度  ３ 支部  ３  ２４０  ４０  ２８０

 

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人

回 人 人 回 人 人 回 人 人

人 人 人 人 人 人

人 人 人

 ２  ８０  １９

8 大和田五丁目  １  １０４  １０  １  １０４  １０

 ２  ８６  １３

 ２  ８０  １９

 １９

9 新座一丁目  ３  ３４１  １９  ３  ３４１  １９

7 大和田一・二丁目

 １  ５２  １９  １  ５２5 あたご三丁目

6 野火止一丁目  ２

№ 支　部　名
上半期 下半期

 ８６  １３

4 西分

2 栄五丁目  １

 １

年度合計

回数 対象者数 奉仕者数 回数 対象者数 奉仕者数 回数 対象者数 奉仕者数

合　計  １ 回

 １３６  １７

 １５３
 １５ 回

 １,２２９  １４９
 １６ 回

 １,３６５  １６６

 １,３７８  １,５３１

 ２０

 １０４  １１  １  １０４  １１

 １２０  ２０  １  １２０

 ４７1 栄三丁目  ７

3 野寺  ２  １６５  １３  ２  １６５  １３

 １  ４７  ７  １

10 新座住宅  １  １３６  １７  ３５ １  １３０  １８  ２  ２６６
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⑥ 愛のいずみ福祉基金について 

市民の善意の寄付金等を「愛のいずみ福祉基金」へ積み立てました。令和４年度末

の状況は次のとおりです。 

令和３年度末基金額 １３１，３０８，００３円  

令和４年度寄付金等繰入額 ６０６，８２７円  

令和４年度末基金額 

（うち名義人基金） 

１３１，９１４，８３０円  

（８０，８３３，６７９円） 

 

⑦ 新座市福祉フェスティバルの実施 

「心のかよう福祉社会をめざして広げようふれあいの輪を」をテーマとして、障が

い者も高齢者も、大人も子どもも、男性も女性も共に楽しみ触れ合う交流の場（ノー

マライゼーションの実現に寄与）とするとともに、市民の方々の福祉問題に対する関

心を高めることを目的に実施しています。このフェスティバルは、参加する福祉関係

団体等から選出された委員が中心となって実行委員会を組織し、運営に当たっていま

す。令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止しました。 

■ 年度別参加者数等 

項目／年度 
平成２９年度 

（第２４回） 

平成３０年度 

（第２５回） 

令和元年度 

（第２６回） 

令和２年度 

（第２７回） 

令和３年度 

（第２８回） 

開 催 日 ６月４日（日） ６月３日（日） ６月２日（日） 
新型コロナウ

イルス感染症

の感染拡大の

ため、幹事会で

中止と決定し

ました。 

新型コロナウ

イルス感染症

の感染拡大の

ため、幹事会で

中止と決定し

ました。 

参加団体数 ８２団体 ８４団体 ８３団体 

総参加者数 約８,０００人 約９,０００人 約９,２００人 

 

⑧ 善意銀行預託・払出事業 

市民の皆様からの好意による物品やその他の善意をお預かりし、それらを必要と

している方々や施設等へ払出しをしました。 

■ 善意銀行預託・払出事業（物品） 

件 数 預  託 件 数 払 出 し 

８７件 使用済切手、未使用切手、未使用ハガキ、紙オムツ、

未使用タオル、車いす、入浴バッグ、布袋、巾着袋、

エコバッグ、タオルケット、おしりふき、口腔スポン

ジ、マスク、入れ歯安定剤、エマージェンシーシート、

箱ティッシュ、紙シーツ、枕カバー、お米、トイレッ

トペーパー、フィールドガードジュニア、スコップ、

布、傘、和紙、毛糸、えんぴつ等 

１１件 ぞうきん、タオ

ルケット、紙オ

ムツ、ケアシュ

ーズ、紙シー

ツ、トイレット

ペーパー等 
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⑨ 介護職員初任者研修の実施 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、開催を中止しました。 

 

⑩ 新座市地域支え合いボランティア事業の実施 

   新座市地域支え合いボランティア事業は、埼玉県地域支え合いの仕組み推進事業

補助金・新座市補助金を受け、新座市商工会と連携を図りながら、平成２５年７月

から開始しました。 

   この事業は、市民同士の支え合いに賛同する方が、支援を必要とする高齢者や障

がい者の日常生活上のちょっとした困りごとを元気な高齢者等のボランティア（協

力会員）にお手伝いいただき、地域の中で支え合いの活動を行うもので、利用会員

には１時間４００円の利用料の負担をいただき、活動を行った協力会員には、市の

補助金２００円を加えて、６００円分のアトム通貨券をお渡しし、市内の加盟店で

使用していただき、地域の商業振興にもつなげる事業です。日常生活のちょっとし

た困りごとをお手伝いするという基本的な考えの下、一定のルールを設けて実施し

ており、主なサービスとしては、窓拭き、草取り、散歩の同行、換気扇掃除、電球

交換、診察券出しなどがあります。 

 ■ 協力会員登録者数（令和５年３月３１日現在）          （単位：人） 

 計 ３０代以下 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上 

男 ５４人 ３人 ４人 ５人 ７人 ２０人 １５人 

女 ７５人 ７人 ９人 １２人 １６人 ２４人 ７人 

合計 １２９人 １０人 １３人 １７人 ２３人 ４４人 ２２人 

平成３０年度 １１０人 ７人 １３人 １２人 ２４人 ４１人 １３人 

令和元年度 １２３人 ９人 １１人 １７人 ２２人 ５２人 １２人 

令和２年度 １２６人 ８人 ９人 １８人 ２６人 ４８人 １７人 

令和３年度 １１９人 ８人 １０人 １８人 ２１人 ４５人 １７人 

■ 利用会員登録者数（令和５年３月３１日現在）          （単位：人） 

 計 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０歳以上 

男 ５５人 ０人 ０人 １人 １７人 ３７人 

女 ２１５人 ２人 １人 ４人 ４２人 １６６人 

合計 ２７０人 ２人 １人 ５人 ５９人 ２０３人 

平成３０年度 ２００人 １人 １人 ３人 ５１人 １４４人 

令和元年度 ２０６人 １人 ２人 ２人 ４８人 １５３人 

令和２年度 ２１８人 ２人 ２人 １人 ４７人 １６６人 

令和３年度 ２４５人 ２人 ２人 ３人 ５３人 １８５人 
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 ■ 令和４年度 活動（利用）実績（時間数は利用券受渡枚数から換算） 

年度 買物代行 外出支援 屋内作業 屋外作業 ごみ出し その他 合計 

令和４年度 
０件 １１件 １０６．５件 ９４．５件 ０件 １件 ２１３件 

０時間 １１時間 １５４時間 １３４時間 ０時間 １時間 ３００時間 

令和３年度 
０件 １２件 ４５．５件 ７１．５件 ０件 ２件 １３１件 

０時間 １４時間 ７３時間 １０６時間 ０時間 ２時間 １９５時間 

令和２年度 
０件 ０件 ６件 ４３．５件 ０件 ３．５件 ５３件 

０時間 ０時間 １１時間 ７４時間 ０時間 ５時間 ９０時間 

令和元年度 
０件 ２２．５件 ２７．５件 ７１．５件 ０件 １１．５件 １３３件 

０時間 ３９時間 ５１時間 １３６時間 ０時間 ２１時間 ２４７時間 

平成 30 年度 
０件 ３５件 ３１件 ７６件 ０件 １０件 １５２件 

０時間 ５６時間 ５９時間 １５１時間 ０時間 １４時間 ２８０時間 

 

■ 令和４年度新座市地域支え合いボランティア事業協力会員交流会 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、開催を中止しました。 

 

⑪ 彩の国あんしんセーフティネット事業の実施 

彩の国あんしんセーフティネット事業は、埼玉県社会福祉法人社会貢献活動推進協

議会が主体となり、制度の狭間の問題や生活困窮等の新たな福祉課題に対して柔軟に

対応し、地域のセーフティネットの役割を担う相談支援事業です。社会福祉施設が地

域の生計困難者からの身近な相談機関となり、新座市社協は、協働して経済的援助を

含めた即応性のある対応を図るとともに継続的な支援を行っていきます。 

生計困難者に対する経済的援助や社会貢献支援員の配置のための財源は、県内の同

協議会に加盟する社会福祉法人が毎年一定額を社会貢献活動会費として拠出したも

のです。 

 

 相談支援件数 

平成３０年度 １０件 

令和元年度 ８件 

令和２年度 １件 

令和３年度 ２件 

令和４年度 ３件 
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⑫ 社協だより にいざの発行 

新座市社協が取り組む事業などの情報提供を目的として、年間３回情報紙を発行し

ました。なお、年３回（５月、１０月、３月）とも広報にいざと同送させていただき

市内全戸配布しました。 

■ 社協だより にいざ 

（１） 発 行 月 令和４年５月・１０月・令和５年３月 

（２） 発行部数  ５月 ７８，５００部 

１０月 ７８，７００部 

３月 ７９，０００部 

（３） 配 布 先 新座市内の世帯及び公共施設 
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ボランティアセンター事業の実施  

ボランティア活動とは、自らが進んで時間や労力、技術などを提供し、明るく住みよい

地域づくりに積極的に参加することです。 

心の温まる豊かな地域づくりの推進のため、新座市社協では、ボランティアセンターを

設置し、次の事業を行いました。 

① 設置場所… 新座市役所第三庁舎 新座市ボランティアセンター 

② 事業内容… ボランティアの相談・登録・紹介活動、ボランティア広報紙の発行、

各種講座の開催、各種活動への協力、その他ボランティア活動に関する事業 

③ 個人ボランティア数… １１人【令和５年３月３１日現在】 

④ グループ登録ボランティア 

１９グループ ２２８人【令和５年３月３１日現在】 

年度 個人ボランティア数 グループ登録ボランティア 

平成３０年度 ３６人 ２２グループ ３２９人 

令和元年度 ２７人 ２２グループ ３１１人 

令和２年度 ２５人 ２１グループ ３０６人 

令和３年度 ２０人 １８グループ ２４８人 

 

１ 個人登録ボランティア活動登録内容 

■ 個人登録ボランティア活動登録内容（複数登録あり） 

活 動 項 目 人 数 

高齢者 ５人 

子ども ３人 

障がい児・者 ３人 

精神保健 ３人 

傾聴 ２人 

その他 ２人 

 ※ 登録者年齢層                        （単位：人） 

区分 
年

齢 

10代 20代 
30代 40代 50代 60代 70代 80代 合計 

令和 

４年度 

男 ０ 
０ 

０ 
０ 

０ 
０ 

０ 
２ 

０ 
２ 

１ 
２ 

３ 
４ 

０ 
１ 

４ 
11 

女 ０ ０ ０ ２ ２ １ １ １ ７ 

令和 

３年度 
 ０ ０ ０ １ ２ ５ ８ ２ ２０ 
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２ グループ登録ボランティア活動内容 

■ グループ登録ボランティア活動内容               （単位：人） 

グループ名 会員数 活動内容 

音訳グループ 

花だいこん 
１０ 

市内視覚障がい者のための「広報にいざ」と「社協だよ

り」、「ボランティアセンターだより」の音声化、勉強

会及び月１回の録音やダビング、発送活動 

点訳グループ 

てんとう虫 
３０ 

文学書、各種行事のプログラム、参考書などの点訳、点

字講座アシスタント、福祉教育点字体験指導 

新座手話サークル ３３ 

聴覚障がい者問題の理解を深めるための活動、手話学

習・手話講座アシスタント、「新座市聴覚障害者の会」

への協力、福祉教育手話体験学習アシスタント 

話劇みのり ６ 

朗読の基礎学習（発声、発音等）、文学作品、民話、詩

等のミニ発表会、学校・公民館・福祉施設等でのボラン

ティア公演 

精神保健ボランティア 

グループ 

ゆう 

６ 

精神障がい者へのサポート活動、にいざ生活支援センタ

ー・福祉工房さわらびの行事への協力、食事作り、茶道

教室 

要約筆記サークル 

飛鳥 
１５ 

中途失聴者を始め、音の聴こえの不自由な方への情報保

障（ＯＨＰ、ＯＨＣ、ノートテイク等）、福祉教育要約

筆記体験指導 

イーブン（ＩＶＮ） １０ 

「気軽に楽しく国際交流」外国籍市民とのフランクで対

等な関係・交流を願って楽しみながら交流する。イベン

トの企画・実施、日本語学習のサポート等 

おばあちゃんの 

パソコン教室 

「この指とまれ」 

１７ 

いきいき広場・中高年女性のためのパソコン学習指導、

十文字学園女子大学との共催講座の実施 

 

雑木の会 １２ 

市内の雑木林の手入れや保全を中心としたふれあい

交流活動 

 

パソボラいるか ７ 

市民の初心者を対象にパソコンの基本操作を、公民

館を会場として指導 
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グループ名 会員数 活動内容 

カフェこもれび １２ 

カフェ活動を通じて精神障がいのある人と地域住民が

知り合い、親しく話ができる場づくり。メンバーと協働

し、茶菓子の提供と交流する「Caféこもれび」活動 

地域介護ネット 

“えがお” 
９ 

介護や介護予防について学びながらの地域の交流活動、

高齢者が集まる地域のサロンを開催 

ひびきの会 ７ 

高齢者いきいき広場における定期的な歌の合唱や朗読

会の開催 

ひとみ会 ８ 
養護盲老人ホームひとみ園の事業援助のための使用済

郵便切手、書き損じハガキ等の整理 

朗読の会ひびき １２ 
新座の民話などを大型紙芝居にして学校・施設・町内会

などで紹介 

傾聴グループ 

ちょうちょ 
１２ 

市内の福祉施設、個人宅等で傾聴活動 

えほんサークル “輪” ５ 
市内の図書館、小学校、介護施設等で紙芝居、絵本の読

み聞かせ活動 

ゆびぶえ倶楽部 １２ 
市内の福祉施設等で指笛の演奏を行っているほか、イベ

ントへの参加 

野火止緑道環境保全 

ボランティア 

あかねこくらぶ 

５ 

野火止緑道の自然環境保全を目指してプラスチックゴ

ミ等の除去作業 

合 計 ２２８  
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３ 相談援助活動 

ボランティアセンターを通じて相談のあったニーズに対して、個人やグループに依頼し

活動の調整を行いました。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、

施設等でのボランティア活動が難しい状況が続いたため、自宅でできるボランティア活

動を実施し、多くの方に参加いただきました。 

■ ボランティアセンターでの対応（相談・調整・問合せ・その他）件数 

受付数                             （単位：件） 

月 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

相談方

法 

来所

① 
26 65 46 27 38 30 15 17 15 22 17 58 376 

電話

② 
12 12 17 30 14 24 23 15 14 45 70 19 295 

FAX・ 

ﾒｰﾙ③ 
0 0 5 7 1 0 0 0 0 17 1 1 32 

相談数④ 

① (①＋②＋③) 
38 77 68 64 53 54 38 32 29 84 88 78 703 

貸出ｻｰﾋﾞｽ 

事務処理⑤ 
120 88 89 79 72 66 101 96 61 77 65 86 1,000 

受付数 

④＋⑤ 
158 165 157 143 125 120 139 128 90 161 153 164 1,703 

平成３０年度 144 153 88 159 139 139 157 152 103 102 110 188 1,634 

令和元年度 167 181 191 164 129 142 169 175 136 114 137 91 1,796 

令和２年度 66 40 82 69 62 88 203 122 73 76 78 236 1,195 

令和３年度 113 110 110 127 120 102 129 130 98 90 73 205 1,407 

④の相談内容別集計                       （単位：件） 

月 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

活動希望者 4 38 16 35 21 13 10 4 3 47 54 42 287 

学習関係 0 0 0 6 1 6 3 0 0 0 0 1 17 

受入相談 0 0 10 0 1 0 2 0 0 13 0 0 26 
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その他 21 12 19 12 12 13 13 17 15 5 10 12 161 

活動実践者 13 27 23 11 18 22 10 11 11 19 24 23 212 

合 計 38 77 68 64 53 54 38 32 29 84 88 78 703 

平成３０年度 28 28 28 52 34 43 41 43 21 25 32 46 418 

令和元年度 38 69 108 77 35 46 54 47 55 39 63 22 653 

令和２年度 19 15 45 30 21 44 132 66 20 34 45 165 636 

令和３年度 41 51 48 72 58 52 50 46 30 33 42 128 651 

■ ニードカード相談内訳 

 ボランティアセンターでは、個人、福祉施設、団体などからのボランティア募集や活

動希望の相談を受け、ニードカードを作成しています。ボランティアのマッチングや継

続した支援に役立てています。                   （単位：件） 

月 

区分 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

ボランティア募集 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 

ボランティアしたい 0 0 0 0 1 5 2 0 0 2 1 2 13 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

合 計 0 0 2 0 1 5 3 0 0 2 2 2 17 

平成３０年度 12 7 10 4 7 17 7 11 0 7 4 3 89 

令和元年度 2 6 6 3 1 1 1 0 3 2 1 0 26 

令和２年度 0 1 2 3 0 1 1 1 1 1 1 3 15 

令和３年度 3 1 4 0 1 1 5 5 1 2 1 3 27 
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４ ボランティアセンターだよりの発行 

ボランティアに関する情報提供を目的として、年間５回情報紙を発行しました。 

なお、多くの市民へボランティア情報を届けることを目指し、新座市社協発行の「社協

だよりにいざ」に組み込み、年３回は市内全戸配布（５月、１０月、３月）、更に７月・

１月は単独で発行し市内の公共施設等に設置しました。 

■ にいざボランティアセンターだより「ノティシア」発行部数 

  ５月 ７８，５００部、１０月 ７８，７００部、３月 ７９，０００部 

７月・１月 １，４００部 

◎『ノティシア』とは、スペイン語で、便り・お知らせ・情報の意味  

 

５ 彩の国ボランティア体験プログラムの実施 

これまでボランティア活動に興味や関心を持ちながら、なかなか参加することができな

い方のために、１年を通した活動の体験事業を実施しました。 

  令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、施設のボランティ

アの受入れが難しい状況のため、７月・８月の強化月間に寄付物品で施設を応援する、

「自宅でできるボランティア活動」や「手話体験」、「点字体験」を追加しました。 

■ 彩の国ボランティア体験プログラム 

（１） 期 間 令和４年５月～令和５年２月の通年 

（２） 参加者数 小学生２５人、中学生３１人、高校生１１人、大学・短大・専門３

人、不明２５人（延べ９５人）    

区分 個人 施設 市役所 

居宅介

護 

支援事

業 

所 

高齢者

相 

談セン

タ 

ー 

福祉事

業 

所 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

団体 

社協支

部 

民生委

員 

地域福

祉 

推進協 

その他 合計 

ボランティア募集 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 

ボランティアしたい 11 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 13 

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

合 計 14 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 17 

平成３０年度 34 12 3 6 1 4 6 5 0 0 18 89 

令和元年度 16 4 1 4 1 0 0 0 0 0 1 27 

令和２年度 9 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 15 

令和３年度 21 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4 26 

相談者内訳                             （単位：件） 
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            （単位：人） 

年度 小学生 中学生 高校生 

大 学 ･

短大・

専門 

社会人 不明 合 計 

平成３０年

度 
０ ７ １３ １０ ５ 

０ 
３５ 

令和元年度 ０ ８ １８ ７ ０ ０ ３３ 

令和２年度 ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

令和３年度 ６ １７ １ ２ １５ ６ ４７ 

（３） 活動状況                      （単位：所、人） 

活動施設 施設数 人数 活 動 内 容 

保育園・子育て支援施設 ４ １９ 保育補助等 

高齢者施設 ０ ０ 介護補助､話し相手､レク補助等 

障がい児・者デイケア施設 １ １ 話し相手、作業等補助等 

放課後児童保育室 ０ ０ 保育補助等 

社会福祉協議会 １２ １４ 寄附物品作成 

合     計 １７ ３４  

 （４）その他                         （単位：人） 

体験 小学生 中学生 高校生 

大学・ 

短大・ 

専門 

社会人 不明 合計 

点字体験 １１ ７ ０ ０ ０ ９ ２７ 

手話体験 １３ ９ １ ０ ０ １０ ３３ 

 

６ リフト付乗用車運行事業の推進 

障がい者等の生活圏拡大を進めるため、車椅子を使用している市民に対して日常生活を

支援し、地域福祉の向上を図ることを目的として、新座市社協が所有するリフト付乗用

車４台の貸出しを行いました。運転者のいない方に対しては、運転ボランティアの調整

を行いました。 

■ リフト付乗用車利用状況                  （単位：件） 

月 
貸出し 

（車のみ） 

貸出し 

（運転ボランティア付） 
合 計 

４月 ７ ０ ７ 

５月 １２ １ １３ 
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６月 １４ １ １５ 

７月 １２ １ １３ 

８月 １０ ０ １０ 

９月 ８ ０ ８ 

１０月 ９ ０ ９ 

１１月 ９ １ １０ 

１２月 ６ １ ７ 

１月 ９ ０ ９ 

２月 ８ ２ １０ 

３月 ７ ４ １１ 

計 １１１ １１ １２２ 

平成３０年度 ８６ ７０ １５６ 

令和元年度 ４５ ７８ １２３ 

令和２年度 １８ １６ ３４ 

令和３年度 ８６ １３ ９９ 

 

７ 福祉機器貸出事業の推進 

公的な制度を利用することが困難な方や、地域福祉の推進を目的とする団体及び個人へ

の支援を目的とし、社協所有の福祉機器等を利用したいという市内在住の方に対して、

一時的に貸出しを行いました。また、登録ボランティアグループ等が作業や打合せなど

で使用できるよう、ボランティアミーティングルーム等の貸出しを行いました。 

■ 福祉機器の貸出状況                     （単位：件） 

車椅子（福祉教育を除く） 253 書籍（紙芝居を含む） 0 

アイマスク 10 防災関連書籍 0 

白杖 10 マイクセット 4 

高齢者疑似体験セット 6 ラジカセ 0 

点字練習器 2 プロジェクター等 3 

福祉学習ＤＶＤ 0 スクリーン 1 

プレクストーク 1 印刷機・コピー機 100 

フラッシュライト 0 拡声器 0 

机 1 テント（大・小） 0 

椅子 4 電源ドラム 4 

検温器 0 その他（ポップコーン機、スリッパ、ポール） 6 

 合   計 405 

（令和３年度の貸出件数 ２９６件） 
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■ ボランティアミーティングルーム・会議室等利用状況   （単位：回、団体） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計 

利用回数 7 13 3 10 7 7 7 8 4 4 4 12 86 

団 体 数 4 6 2 5 4 6 5 4 4 4 4 6 54 

（令和３年度の利用回数 １１９回・団体数 延べ３０団体） 

 

 

 

８ ボランティア保険の加入手続 

安心してボランティア活動ができるように、ボランティア活動時に発生したけがや事故

の補償を目的として、全国社会福祉協議会が一括して団体契約をしているボランティア

活動保険及びボランティア行事用保険の加入手続を行いました。 

■ ボランティア保険加入手続状況 

（１） ボランティア活動保険加入手続人数     ４５２人（前年度５９１人） 

        内 訳 基本タイプ      ３５１人 

           天災タイプ      ８３人 

           特定感染症重点タイプ １８人  

（２） ボランティア行事用保険加入手続件数    ５９件（前年度３１件） 

 

９ 社会福祉協力校（ボランティア推進校）の指定 

福祉の心を育てることを目的に、昭和５５年から市内各学校を指定しており、更に福祉

の拡大を図るため市内全校指定を目指して協力を依頼し、令和４年度は小学校１７校、

中学校６校、高等学校１校、大学２校を指定しました。 

■ 令和４年度社会福祉協力校指定校 

○ 小学校【市社協指定校１７校】  

大和田小、西堀小、片山小、第四小、八石小、東北小、新座小、野火止小、 

野寺小、池田小、新堀小、東野小、石神小、栄小、新開小、栗原小、陣屋小 

○ 中学校【市社協指定校６校】 

新座中、第二中、第三中、第四中、第五中、第六中 

○ 高等学校【市社協指定校１校】 

新座総合技術高 

○ 大学【市社協指定校２校】 

十文字学園女子大学、跡見学園女子大学 

合計 ２６校 （令和３年度 ２７校） 
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１０ 福祉教育の推進 

市内社会福祉協力校や地域からの依頼に対して、障がい当事者や団体、ボラン 

ティアと連携し、当事者の講話と各種体験をセットで学習できるよう実施しています。 

■ 令和４年度福祉教育実績 

（１） 依頼に対する協力件数 ３６件 

（２） 協力者及び協力団体数 個人 延べ２２人、団体 １１団体 

（３） 体験種別（複数体験を同時実施の場合あり）     

体験種別 件 数 体験種別 件 数 

車椅子体験 １１件 高齢者疑似体験 ０件 

アイマスク体験 １０件 福祉講話 １件 

手話体験 ５件 機材貸出し ８件 

点字体験 １件 

 

平成３０年度 ４１件 

令和元年度 ４３件 

令和２年度 ２７件 

令和３年度 ３０件 

 

（４） 体験指導協力団体 

団 体 名 体 験 種 別 

新座手話サークル 手話体験 

新座市聴覚障害者協会 手話体験 

点訳グループてんとう虫 点字体験 

 

 

１１ 朝霞地区四市福祉教育研修会の実施 

朝霞地区四市の福祉教育関係団体と福祉教育担当教諭を対象として、福祉教育に関する

研修会を四市社協合同で開催しています。令和４年度は志木市が当番市となり、２日間

の研修会を会場参加者とオンラインを用いて実施しました。 

■ 令和４年度朝霞地区四市福祉教育研修会 

 期 日  令和４年８月４日（木）・５日(金) 

 主 催  志木市社会福祉協議会、新座市社会福祉協議会 

      朝霞市社会福祉協議会、和光市社会福祉協議会 

 対 象  ①朝霞地区四市にある小・中・高等学校の教職員 
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      ②朝霞地区四市の福祉教育に協力いただいている個人、団体 

 会 場  オンライン、志木市総合福祉センター  

内 容  １日目 視覚障がいの方の講演、小学校、中学校教員による福祉教育の事例

発表 

     ２日目 身体障がいの方の講演、大学教授の講演「福祉教育の学びのポイン

ト」 

参加者  ９１人 

 

１２ 新座市ボランティアまつりの実施 

ボランティア活動実践者とボランティアに関心のある方との情報交換の場をつくり、ボ

ランティアの輪を広げることを目的とした「ボランティアまつり」を、新座市ボランテ

ィアまつり実行委員会の主催により、「新座市収穫祭」・「国際交流デー」、「新座市

商工会すぐそこ新座発見ウォーキング」と同日開催しています。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止しました。 

 

１３ ボランティア団体協議会への支援 

平成２１年度に、新座市社協の登録ボランティア団体の相互理解を深めるとともに、共

通課題への取組や関係機関との連携を通して、協力体制の確立を図り、ボランティア団

体の活動の充実と発展に寄与することを目的として「新座市社会福祉協議会ボランティ

ア団体協議会」が設立されました。平成２２年度からは、団体の運営支援を行っていま

す。参加団体は、令和５年３月末で１２団体となっています。 

■ 参加団体 １２団体 

○要約筆記サークル飛鳥 

○音訳グループ 花だいこん 

○地域介護ネットえがお 

○新座手話サークル 

○おばあちゃんのパソコン教室 

「この指とまれ」 

〇パソボラいるか 

○Caféこもれび 

○ひびきの会 

○精神保健ボランティア 

グループゆう 

○えほんサークル 輪-りん- 

〇傾聴グループちょうちょ 

〇ゆびぶえ倶楽部 

 

■ 令和４年度新座市社会福祉協議会ボランティア団体協議会の１年間の主な活動    

月 事業名 主な内容 

５月 総会 令和３年度事業報告・決算報告・監査報告 

令和４年度事業計画（案）・予算（案）役
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員選任 

１０月 赤い羽根共同募金 街頭募金協力（ひばりが丘駅・新座駅） 

３月 講演会 「認知症について」 

講師 和光病院院長 今井 幸充氏 

随時 役員会 ７回開催 

随時 運営委員会 ７回開催 

 

１４ 理髪サービスボランティアの派遣 

外出が困難な方を対象に、美容師又は理容師が自宅へ訪問して理髪サービスをすること

により、整容を維持し、健全で快適な暮らしと保健衛生の向上を図るために行っていま

す。 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から派遣を中止しまし

た。 

 

１５ ボランティア講座の実施 

■ 令和４年度「傾聴基礎講座」 

  期 日  令和４年１０月２９日（土） 

  会 場  新座市民会館 第１会議室・第２会議室 

  参加者  ３９人 

  講 師  日本カウンセリング心理学研究所 高倉 恵子 氏 

■ そのほかの講座については、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から 

中止しました。 

 

１６ 自宅でできるボランティア活動 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、施設でのボランティア活動や地域活動

が行えない中、市内福祉施設で必要とされる物品等を市民の皆様が作製し、寄付してい

ただく、自宅でも行えるボランティア活動を実施しました。 

■ 期 間 第１回 令和４年７月１日～令和４年８月３１日（彩の国ボランティア

体験プログラム） 

      第２回 令和５年３月１日～令和５年３月３１日 

■ 参加者数 ５４人、２団体（第１回 １３人、１団体、第２回 ４１人、１団体） 

■ 寄付件数 ５６件（第１回 １４件、第２回 ４２件） 

■ 届け先施設数 ２４施設（第１回 ９施設、第２回 １５施設） 

■ 受領物品 
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第１回 

ベビーカーのカバー４個、お散歩カーのカバー４個、お人形おんぶひも１個、牛乳パッ

クのおもちゃ１０個、牛乳パックの椅子４脚、牛乳パックのテーブル１台、お手玉１０

３個、フェルトのマスコット８個、手作りおもちゃ８個、段ボールの装飾３個、台ふき

ん１０枚、ウエス１０枚、ぞうきん１８９枚、ヘアゴム 

２７個、シュシュ４１個、移動ポケット１９枚、レッスンバッグ２１枚、枕カバー１９

枚 

第２回  

レッスン用バッグ６１枚、移動ポケット４３枚、ヘアゴム３９個、シュシュ 

６４個、給食用コップ入れ５０枚、体操服入れ３８枚、上履き入れ５３枚、子ど 

も用エプロン１２枚、防災頭巾ケース１個、布絵本２冊、布製おもちゃ８８個、 

枕カバー２３枚、座布団カバー１１枚、牛乳パックの椅子１０個、牛乳パックの 

テーブル１個、雑巾４０８枚、台ふきん２０枚、バスマット３０枚 

 

１７ 福祉標語コンテスト 

   小学生に「福祉」について考えてもらうきっかけ作り、標語を通した市民の皆様

への福祉活動の啓発を目的として、市内小学校の４年生を対象に福祉標語コンテストを

実施しました。 

   入選作品は、新座市社協発行の「社協だよりにいざ」等に福祉推進のスローガン

として掲載します。 

■ 応募総数 １０校 ７９５点 

■ 入選作品 １５点 
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共同募金配分金事業の実施  

１ 赤い羽根共同募金運動配分金事業の状況 

  埼玉県共同募金会から令和４年度赤い羽根共同募金配分金事業費 3,207,000 円の助

成を受け、社協自主財源 1,358,090 円を加え、その資金で次の事業を行いました。 

① 老人福祉活動 

活   動   内   容 金   額 

老人福祉事業（老人クラブ連合会への活動援助）  100,000円 

令和４年度上半期分会食ふれあい事業『特例の取組』助成金 

（２２支部 ４３回分） 

2,070,845円 

令和４年度上半期分子ども食堂事業『特例の取組』助成金 

（１支部 １回分） 

55,000 円 

 

②障がい児・者福祉活動 

活   動   内   容 金   額 

障がい者福祉事業（福祉関係団体への活動援助（８団体））  180,000円 

 

③児童・青少年福祉活動 

活   動   内   容 金   額 

社会福祉協力校助成金（小学校１７校、中学校６校、高校１校、大学２校） 739,000 円 

 

④福祉育成・援助活動 

活   動   内   容 金   額 

啓発宣伝費（社協だより発行費１回分） 751,245 円 

 

⑤ボランティア活動育成事業 

活   動   内   容 金   額 

地域福祉事業（民児協、婦人会、町内会連合会、ボランティア団体協議会

への活動援助） 

  449,000円 

ボランティアグループへの活動助成（８グループ）   220,000円 

 

① ～⑤  合      計 4,565,090円 
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２ 地域歳末たすけあい運動配分金事業の状況 

埼玉県共同募金会から令和４年度地域歳末たすけあい募金配分金事業費として

6,074,000 円の助成を受け、社協の自主財源 138,826 円を加えた 6,212,826 円で、令和

４年１０月１日～令和５年３月３１日の６か月の期間に、次の事業を実施しました。 

■ 社協支部・町内会実施の「地域ふれあい交流事業」 

社協支部・町内会名 事業名・内容等 助成金額 

馬場四丁目町内会 敬老のお祝い配布活動 30,000 円 

栄四丁目町会 ソフトバレーボール大会 30,000 円 

片山支部 ふれあい福祉赤飯配布活動 27,000 円 

片山町内会 片山もちつき大会 28,000 円 

栗原二丁目町内会 わくわくクリスマス 18,000 円 

栗原三丁目町内会 栗原三丁目こどもまつり 42,000 円 

栗原四丁目町内会 
地域ふれあい‘クリスマス会’ 45,000 円 

地域ふれあい『団子で笑顔』 15,000 円 

栗原五丁目町会 地域ふれあいもちつき大会 120,000 円 

野寺町会 
野寺ファミリーフェスティバル 210,000 円 

野寺町会日帰りバス旅行 31,000 円 

新堀三丁目町内会 ふれあい清掃活動 12,000 円 

西堀町内会 地域ふれあいもちつき大会 78,000 円 

野火止住宅自治会 川柳大会 32,000 円 

西分町内会 西分相続講座 44,000 円 

野火止一丁目町内会 福祉慰安の集い 42,000 円 

野火止上六支部 新春お楽しみ会 30,000 円 

野火止上町内会 
敬老の日お祝い・歳末たすけあいふれあい合

同イベント 
150,000 円 

武蔵野北ｽｶｲﾊｲﾂ自治会 年末みかん抽選大会 29,000 円 

大和田五丁目町会 町会バスハイク 81,000 円 

新座二丁目支部 地域ふれあいもちつき大会 37,000 円 

新座住宅町内会 町内会バス旅行 123,000 円 

東北一丁目町内会 地域ふれあい交流会 36,000 円 

東北二丁目町内会 
東北二丁目町内会親睦ボウリング大会 60,000 円 

地域ふれあい交流会 6,000 円 

北野一・二丁目町内会 ふれあい親睦日帰りバス旅行 42,000 円 

北野三丁目町内会 ふれあい親睦日帰りバス旅行 60,000 円 
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東二丁目町内会 ふれあい親睦日帰りバス旅行 32,000 円 

東三丁目町内会 春まつり餅つきとん汁大会 30,000 円 

実施 ２６支部・町内会＝２９事業   小  計 1,520,000 円 

 

①  令和４年度地域ふれあい交流事業 合 計  1,520,000 円 

 

■ 令和４年度下半期分会食ふれあい事業『特例の取組』助成金 

② ２６支部 ５９回分 2,422,687 円 

 

■ 令和４年度下半期分子ども食堂事業『特例の取組』助成金 

③ １０支部 １５回分 640,500 円 

 

■ 福祉活動啓発事業 

④ 社協だより発行費２回分 1,509,189 円 

 

■ 災害対策事業 

⑤ 備品整備費（クイックテント） 120,450 円 

 

① ～⑤ 令和４年度歳末たすけあい配分金事業費総合計 6,212,826 円 

 

３ 埼玉県共同募金会から直接の助成を受けた新座市内の団体【参考】 

令和４年度は下記の施設が、埼玉県共同募金会から助成を受けました。 

助 成 先 ・ 助 成 内 容 金    額 

 社会福祉法人 陣屋クリニック 31,000 円 

・コロナ禍の医療従事者へサプリメント配付事業 
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日常生活自立支援事業（福祉サービス利用援助事業）の実施  

平成１１年１１月から「地域福祉権利擁護事業」の福祉サービスが開始され、平成 

１２年６月に社会福祉法に基づく「地域福祉権利擁護事業」として位置づけられました。

さらに、平成１９年４月に「日常生活自立支援事業」に名称が改められ現在に至ってい

ます。 

この事業は、認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者の方などに対し、福祉サー

ビスの利用手続の援助や日常的金銭管理を行うことにより、地域で自立した生活を送れ

るよう支援することを目的としています。 

令和４年度末の利用者は１４人（認知症等高齢者３人、知的障がい者６人、精神障が

い者５人）で、専門員４人、生活支援員７人でサービスを提供しています。 

 

■ 日常生活自立支援事業 

令和４年度 

相談件数 

※１ 

問合せ

件数 

契 約 件 数 

新 規 
前年度 

から継続 

解 約 

※２ 

年度末 

契約数 

２５４件 ５０件 ０件 １９件 ５件 １４件 

※１ 相談件数の内訳 

①問合せ件数（具体的な相談ではなく、制度・事業についての概要等）５０件  

②初回相談件数（具体的な相談、今後相談や訪問の可能性があるもの）１４件 

③相談件数ａ（サービス契約前の相談）７件 

④相談件数ｂ（サービス契約後の相談）１８３件 

※２ 解約の理由については、成年後見制度への移行４件、自立１件となっています。 

■ 年度別状況                           （単位：件） 

 相談件数 
問合せ

件数 

契 約 件 数 

新 規 
前年度 

から継続 
解 約 

年度末 

契約数 

平成３０年度 １，６７２ ０ ６ ２６ ６ ２６ 

令和元年度 １，７３７ ９ ３ ２６ ４ ２５ 

令和２年度 ５０７ １ ５ ２５ ９ ２１ 

令和３年度 ４０４ ２７ １ ２１ ３ １９ 
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■  サービス利用の年度別状況（年度末利用者）             （単位：件） 

対象 日常生活上の手続援助 日常的金銭管理 書類等預かりサービス 

平成３０年度 ２６ １９ ４ 

令和元年度 ２５ １８ ６ 

令和２年度 ２１ １４ ４ 

令和３年度 １９ １４ ４ 

令和４年度 １４ １２ ４ 

  

■ 生活支援員活動実施回数の状況                  （単位：回） 

対象 認知症高齢者等 知的障がい者 精神障がい者 その他 計 

平成３０年度 １７０ １５３ １４４ ０ ４６７ 

令和元年度 １６１ １４０ １２０ ０ ４２１ 

令和２年度 １００ １１６ ８２ ０ ２９８ 

令和３年度 ８２ ９１ ９９ ０ ２７２ 

令和４年度 ４８ ７３ ７５ ０ １９６ 

  

■ 生活支援員定例会 

期 日  令和４年６月２２日（水）午後１時３０分から午後３時まで 

会 場  新座市社会福祉協議会 大会議室 

参加者  １１人（生活支援員６人、社協５人） 

内 容  生活支援員の交流を図りつつ、利用状況の確認、あんサポ支援で直面する

問題や課題に対して意見交換や情報交換、県社協作成のＤＶＤを視聴し生活

支援員の業務についての再確認を行った。 

 

【福祉サービス利用援助事業(あんしんサポートねっと)のサービス内容】 

  基本サービス「福祉サービス利用援助」に加えて、選択サービス(３項目)「日常生

活上の手続援助」、「日常的金銭管理」、「書類等預かりサービス」から必要なサー

ビスを選択し利用します。 

（基本）①福祉サービス利用援助（定期的な訪問や情報提供・相談等） 

（選択）②日常生活上の手続援助（日常生活に必要な事務手続の援助） 

③日常的金銭管理（日常生活に必要な金銭に関する援助） 
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④書類等預かりサービス（年金証書、預貯金通帳、不動産の権利証等、 

１，０００万円を限度として預ります。） 

※契約後の生活支援員による援助は有料となりますが、生活保護世帯については無

料となります。 

※新座市では利用料の補助制度があります（毎月の利用料の９割が助成されます。)。 

（担当課／新座市長寿はつらつ課及び障がい者福祉課） 

 

【具体的な対象者】 

 次のいずれにも該当する者 

① 判断能力が不十分な者 

   認知症高齢者や知的障がい、精神障がいのある方などが、日常生活を営むのに必

要なサービスを利用するための情報の入手、理解、判断、意思表示を本人のみでは

適切に行うことが困難な者（障害者手帳の有無に関わりません。） 

② 本事業の契約について判断し得る能力を有している者 

   契約締結能力判定ガイドラインを使用し、本人の判断能力を確認します。判定の

状況により、埼玉県社協契約締結審査会において審議を行います。 

③ 埼玉県新座市に住所を有する者 

   居宅で生活している者に限らず、施設を利用している者も対象となります。 
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生活福祉資金貸付事業の実施  

生活福祉資金貸付制度は、国と県の補助金等を財源として埼玉県社会福祉協議会が実

施している事業で、低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯などの経済的自立と生活意

欲の助長促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを目的として、県内の各市

町村社協が窓口となり申請を受け付けます。 

令和元年度から、新型コロナウイルス感染症の影響による、休業や失業で生活資金が

必要となった世帯に対して、緊急小口資金と総合支援資金の特例貸付が実施されました。 

 

 

■ 総合支援資金 

失業などにより日常生活の維持が困難になった世帯に対して、継続的な相談支援とと

もに生活費や一時的に必要となる資金を貸し付ける制度です。 

 相談件数 申請件数 決定件数 貸付金額 

平成３０年度 ７件 ０件 ０件 ０円 

令和元年度 ７件 ０件 ０件 ０円 

令和２年度 １件 ０件 ０件 ０円 

令和３年度 ７件 ０件 ０件 ０円 

令和４年度 ６件 ０件 ０件 ０円 

 

 

■ 福祉資金（緊急小口資金） 

緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に少額の費用を貸し付ける制度です。 

 相談件数 申請件数 決定件数 貸付金額（円） 

平成３０年度 ３７件 ３件 ３件 ３００，０００円 

令和元年度 ８５件 ４件 ４件 ４００，０００円 

令和２年度 ２５件 ６件 ５件 ５００，０００円 

令和３年度 ３３件 ３件 ３件 ２９５，０００円 

令和４年度 ６５件 ２件 ２件 ２００，０００円 
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※ 特例貸付 

 資金種別 決定件数 貸付金額（円） 

令和元年度 緊急小口資金     ５件 １，０００，０００円 

令和２年度 
総合支援資金   ８４０件 ６３２，７２０，０００円 

緊急小口資金 １，１０８件 ２０５，７４０，０００円 

令和３年度 
総合支援資金 １，１３５件 ６８４，５１０，０００円 

緊急小口資金   ４５１件 ８７，６１０，０００円 

令和４年度 
総合支援資金    ６２件 ３２，６５０，０００円 

緊急小口資金    ８２件 １５，７００，０００円 

 

 

■ 福祉資金（福祉費） 

日常生活を送る上で、又は自立生活を営むために一時的に必要であると見込まれる費

用を貸し付ける制度です。民生委員や市町村社協の相談支援の下で貸し付けします。 

 相談件数 申請件数 決定件数 貸付金額 

平成３０年度 １２件 ０件 ０件 ０円 

令和元年度 ２５件 １件 １件 １７５，０００円 

令和２年度 ９件 ０件 ０件 ０円 

令和３年度 ７件 ０件 ０件 ０円 

令和４年度 １７件 １件 １件 ８２，０００円 

 

 

■ 教育支援資金 

低所得世帯に対し、高等学校、大学又は高等専門学校の就学又は入学に際して、必要

な経費を貸し付ける制度です。民生委員や市町村社協の相談支援の下で貸し付けします。 

 相談件数 申請件数 決定件数 貸付金額 

平成３０年度 ８件 ０件 ０件 ０円 

令和元年度 １０件 ２件 ２件 ８８４，０００円 

令和２年度 ６件 ２件 ２件 １，６７４，０００円 

令和３年度 １１件 １件 １件 ８９８，０００円 

令和４年度 １４件 ２件 ２件 １，３４５，０００円 
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■ 不動産担保型生活資金（要保護世帯向け不動産担保型生活資金） 

現に居住している不動産（土地・建物）を所有している高齢者が、将来にわたりその

住居に住み続けることを希望される場合に、その不動産を担保として生活資金を貸し付

ける制度です。生活保護世帯向けには、要保護世帯向け不動産担保型生活資金がありま

す。 

 相談件数 申請件数 新規決定 貸付継続 貸付金額 

平成３０年度 １２件 ２件 ２件 ４件 ７，０１５，０００円 

令和元年度 １６件 ０件 ０件 ６件 ７，５７５，０００円 

令和２年度 ８件 ２件 ２件 ６件 ８，３２０，０００円 

令和３年度 ６件 ０件 ０件 ８件 ９，３１３，０００円 

令和４年度 １４件 ４件 ２件 ８件 ２，９４０，０００円 
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 低所得者生活資金貸付事業の実施  

■ 法外援護資金 

新座市内に居住し、法的に所得保障のない生活困難又は不慮の事態等となった世帯に

対し、その生活の安定と自立更生を図るために資金を貸し付ける制度です。 

 貸付件数 貸付金額 

平成３０年度 ６０件 １，２９９，０００円 

令和元年度 ６６件 １，６４２，０００円 

令和２年度 ７１件 １，７７２，５００円 

令和３年度 ５９件 １，３５２，３００円 

令和４年度 ５４件 １，５２９，０００円 

 

○法外援護資金貸付内容 

・ 貸付対象世帯 

新座市内に居住し、法的に所得保障のない生計困難又は不慮の事態等となった

世帯 

・ 貸付限度額 

  ５万円 

・ 償還期限 

６か月以内 

・ 償還方法 

一括払い、月賦払い又は繰上げ償還払い 

・ 貸付金利子 

無利子 

・ 連帯保証人 

新座市内に居住し、連帯保証能力を有する者１人の保証が必要 
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放課後児童保育室事業の運営  

保護者の就労等により、家庭が常時留守になっている児童のために、家庭的な雰囲気

の中で健全育成を図ることを目的とした「放課後児童保育室」１７か所の管理運営事業

を平成８年度から新座市より受託し２７年間行ってきました。 

この間、平成１８年度から平成３０年度までは、指定管理者制度に基づき指定管理者

として１３年間に３回の指定を受け、放課後児童保育室の管理運営を行いました。 

令和元年度からは４回目の指定を受け、市内１７か所の放課後児童保育室のうち１１

か所の管理運営をしました。 

令和４年度からは、これまで通常授業日に延長保育時間としていた午後６時から午後

７時までの間を通常保育時間として開室しました。 

 

■ 新座市放課後児童保育室概要（新座市社会福祉協議会が管理運営を行っている施設） 

設置数等 １７か所のうち１１か所の管理運営を行っている。 

各保育室職員配置数 
嘱託職員２～３人＋入室児童数等により臨時職員を

１～１１人加算配置 

対 象 児 童 
小学校１年生～４年生 

（このほか特例による入室者あり） 

保 育 時 間 
通常授業日は、放課後～午後７時 

学校休業日は、午前８時～午後６時 

 

■ 年度別入室児童数（年間延べ人数） 

平成３０年度入室児童数 
１８，７８０人 

（１１，６１７人） 

令和元年度入室児童数 １１，４７７人 

令和２年度入室児童数 １１，８４６人 

令和３年度入室児童数 １１，６９３人 

令和４年度入室児童数 １１，２１４人 

※ 平成３０年度の（ ）内の人数は、１１か所の年間延べ人数です。令和元年度から

１１か所の年間延べ人数となります。 

なお、令和元年度までは、学校夏休み中は、期間が長いことから放課後児童保育室

入室基準に基づき、既入室児童に加え小学校６年生までの児童を受け入れていました。 
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■ 令和４年度放課後児童保育室入室児童数内訳（毎月１日を基準日として集計） 

（単位：人） 

保育室名 
定

数 

４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 
計 

大和田 196 165 160 157 156 155 150 149 145 146 141 138 138 1,800 

片 山 74 85 87 85 86 84 81 81 80 79 77 77 76 978 

第 四 96 64 66 61 62 63 62 55 55 55 56 55 55 709 

八 石 36 57 55 49 49 51 50 49 49 47 47 47 48 598 

野 寺 92 152 154 156 156 153 149 149 147 146 143 142 140 1,787 

池 田 96 72 67 67 69 73 67 67 67 66 66 66 65 812 

新 堀 100 99 97 96 96 97 92 86 83 82 83 81 81 1,073 

石 神 86 109 105 104 106 104 96 90 89 89 87 87 85 1,151 

栄 53 69 66 65 64 63 61 61 57 56 53 52 52 719 

栗 原 96 84 87 85 83 83 83 82 79 78 76 76 76 972 

陣 屋 87 61 60 59 54 55 54 48 47 47 44 43 43 615 

計 1,012 1,017 1,004 984 981 981 945 917 898 891 873 864 859 11,214 
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■ 支援員研修会等実施状況 

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
研
修 

5/24・9/8・10/12・2/21.27 新人研修 

5/10～13 新年度を迎えて（ＺＯＯＭ及び対面） 

6 月中 救急救命講習（応急手当ＷＥＢ講習） 

6/6～10 日々の保育の工夫や悩み（ＺＯＯＭ及び対面） 

7/8 施設見学（ＺＯＯＭ） 

9/7～14 おやつについて①（ＺＯＯＭ及び対面） 

10/6～18 おやつについて②（ＺＯＯＭ及び対面） 

11/7～11 コロナ後の学童について（対面） 

12/2～13 個人情報保護研修を受けて（対面） 

1/12～17 
子どもとの関りについて・保護者との関りについて・支援員同士の

コミュニケーションについて・その他（ＺＯＯＭ及び対面） 

2/10 基本的なルールについて①（ＺＯＯＭ） 

3/10 基本的なルールについて②（ＺＯＯＭ） 

外
部
団
体
主
催
研
修 

7/6～27 の間に動画配信視

聴 
埼玉県「発達障害の基礎理解」 

7/12・14・15 
埼玉県社会福祉協議会「感染症予防基礎研修～年に１ 

度は再確認～」 

7/14 埼玉県「放課後児童クラブ巡回支援事業全体研修」 

7/16（ＺＯＯＭ） 埼玉県「第１回放課後児童クラブ新任支援員研修会」 

10/2 埼玉県「第１回放課後児童クラブ管理者研修」 

10/25～11/7 の間に動画配

信視聴 
埼玉県社会福祉協議会「個人情報保護研修」 

①11/15.23.24・12/8 

②1/19.20.24.26 

③2/7.20.22.28 

埼玉県「放課後児童保育室認定資格研修」 

11/20（ＺＯＯＭ） 埼玉県「第１回放課後児童支援員研修会」 

11/30（ＺＯＯＭ） 埼玉県「効果的な換気方法に関する研修」 

11/22～12/20 の間に動画

配信視聴 
埼玉県「子どもの心のケア研修会」 

12/18（ＺＯＯＭ） 埼玉県「第２回放課後児童支援員研修会」 

1/13 埼玉県「児童関連施設職員向けアレルギー疾患研修会」 

1/15 埼玉県「第２回放課後児童クラブ管理者研修」 
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2/21～3/6 の間に動画配信

視聴 

埼玉県社会福祉協議会「福祉職員の基本的スタンス研 

修」 

3/7～20 の間に動画配信視

聴 
埼玉県社会福祉協議会「虐待防止研修」 

3/11 埼玉県「第２回放課後児童クラブ新任支援員研修会」 
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子育て・高齢者ホームヘルプ事業の実施  

１ ホームヘルパー（高齢者生活支援サービス）派遣事業の実施 

令和２年度末に事業廃止となりました。 

 

２ 子育て支援ホームヘルパー派遣事業の実施 

母親が出産直後であるため家事援助を必要とする家庭に対し、子育て支援ホームヘルパ

ーを派遣する制度で、出産直後の退院から１か月以内の母親がいる家庭について、１日

２時間まで炊事、買物、清掃、洗濯等の家事援助を行います。ただし、育児に関する支

援は行いません。この事業は、平成１０年度に市から受託しています。 

令和４年度に受託した派遣世帯の活動状況は、次のとおりです。 

■ 子育て支援ホームヘルパー月別活動状況    （単位：人、時間） 

月 利用者数 ヘルパー実人数 ヘルパー延べ活動時間 

４月 ３ ３ １８ 

５月 １ １ ２ 

６月 ０ ０ ０ 

７月 １ ２ ４ 

８月 ２ ２ ３．５ 

９月 ２ ３ １９．５ 

１０月 ３ ４ １７．５ 

１１月 １ ２ １０ 

１２月 １ １ ６ 

１月 １ １ ５．５ 

２月 ３ ５ ２３．５ 

３月 ４ ６ ３３．５ 

計 ２２ ３０ １４３．０    

 

■ 年度別活動状況               （単位：人、時間） 

年度 利用者数 ヘルパー実人数 ヘルパー延べ活動時間 

平成３０年度 ３３ ９２ ４３１．０ 

令和元年度 ２６ ６２ ２９７．５ 

令和２年度 ２９ ５６ ２５４．５ 

令和３年度 １４ ２８ １０７．９ 

令和４年度 ２２ ３０ １４３．０ 
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３ 養育支援ホームヘルパー派遣事業の実施 

若年の妊婦等で妊娠期から継続的な支援が必要な家庭、出産後間もない時期の育児スト

レスや産後うつなどにより子育て不安を抱える家庭、虐待のおそれがあり特に支援が必

要な家庭などにホームヘルパーを派遣し、生活援助を行う養育支援訪問事業で、平成２

３年度に市から受託しました。また、市が開催した養育支援に対する職員対象の研修会

にも参加し体制を整えましたが、令和４年度中の利用はありませんでした。 
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 訪問介護事業の実施  

平成１２年度から実施された介護保険制度（総合事業を含む。）に基づき訪問介護事業を

実施しました。 

令和４年度のホームヘルパー活動実績は、延べ利用者７９２人で、身体・生活援助派遣

時間は、６,１８０．５時間となりました。 

 

■ ホームヘルパー月別活動状況（介護保険・総合事業）     （単位：人、時間） 

月 利用者数 
ヘルパー 

実人数 

ヘルパー延べ活動時間 
活動時間合計 

身体介護 生活援助 

４月 ５８ ３４ １８４．０ ３０４．４ ４８８．４ 

５月 ５９ ３５ １９７．８ ２８２．４ ４８０．２ 

６月 ６３ ３６ １９１．９ ３０３．５ ４９５．４ 

７月 ６５ ３５ ２０５．５ ３０６．７ ５１２．２ 

８月 ６５ ３５ ２１８．３ ３４０．２ ５５８．５ 

９月 ６８ ３５ １９８．０ ３４１．２ ５３９．２ 

１０月 ６７ ３６ １８８．０ ３０２．２ ４９０．２ 

１１月 ６７ ３６ １９９．３ ３２３．３ ５２２．６ 

１２月 ６７ ３６ ２１５．９ ３０１．１ ５１７．０ 

１月 ７０ ３７ ２２６．５ ３０６．１ ５３２．６ 

２月 ７２ ３６ ２００．１ ２９５．２ ４９５．３ 

３月 ７１ ３５ ２２３．７ ３２５．２ ５４８．９ 

計 ７９２ ４２６ ２,４４９．０ ３.７３１．５ ６,１８０．５ 

 

■ 年度別活動状況                      （単位：人、時間） 

年度 利用者数 
ヘルパー 

実人数 

ヘルパー延べ活動時間 
活動時間合計 

身体介護 生活援助 

平成３０年度 ８７８ ４３８ １,９１１．６ ４,９２５．７ ６,８３７．３ 

令和元年度 ８８０ ４１１ １,６８５．１ ４,７１９．６ ６,４０４．７ 

令和２年度 ７１５ ３８０ １,８５５．８ ３,９５９．９ ５,８１５．７ 

令和３年度 ７４６ ３８８ ２,４１７．４ ３,６７７．８ ６,０９５．２ 

令和４年度 ７９２ ４２６ ２,４４９．０ ３,７３１．５ ６,１８０．５ 
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■ ホームヘルパー（ガイドヘルパー・ホームヘルパーと共通）研修実施状況 

月 開催日 内   容 出席者数 

４月 １８日 

２回 

令和４年度事業計画 

熱中症について 
２７人 

５月 １７日 

２回 

ハラスメントについて 

食中毒について 
２４人 

６月 １４日 

２回 

介護技術～腰痛から自分を守る 
２７人 

７月 １９日 

２０日 
感染症について ２７人 

８月 ２２日 

２回 
精神疾患について ３０人 

９月 １５日 

２回 
口腔ケアについて ２３人 

１０月 １７日 

２回 
腰痛予防体操、ストレッチ ３２人 

１１月 １５日 

２回 
虐待防止について ２６人 

１２月 １９日 

２回 
認知症について ３０人 

１月 １７日 

２回 
法令順守について ２４人 

２月 １６日 

２回 
ヒヤリハット事例検討 ２４人 

３月 
１６日 

２回 
介護技術 おむつの使い方 ２７人 

計 ２４回  延べ３２１人 
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 障がい福祉サービス事業の実施  

平成１５年度に開始された事業で、従来の行政がサービスの利用者を特定し、サービス

の内容を決定する「措置制度」から、利用者本位の考えに立つ新しい仕組みの「支援費

制度」、そして「自立支援制度」に移行しました。この制度では、利用者である障がいの

ある方が、サービス事業者との対等な関係に基づき、自らがサービス提供者（事業者）

を自由に選択し、契約によってサービスを利用できるようになりました。さらに、平成

２５年４月には、地域全体で制度の谷間のない支援を提供するという観点から、「障害者

自立支援法」が「障害者総合支援法」に改められました。 

 

１ 移動支援の実施 

知的障がい者、全身性障がい者の方々が社会生活を営む上で、必要な外出をするときに

介助をするガイドヘルパー派遣を行いました。 

令和４年度の移動支援の活動実績は、延べ利用者数８３人で、派遣活動時間（身体介護

あり・身体介護なし）は、６４２．１時間となりました。 

 

■ ガイドヘルパー月別活動時間状況（移動支援）        （単位：人、時間） 

月 利用者数 
ヘルパー 

実人数 

ヘルパー延べ活動時間 
活動時間合計 

身体介護あり 身体介護なし 

４月 ８ １３ ５７．７ ０．０ ５７．７ 

５月 ６ １２ ４７．３ ０．０ ４７．３ 

６月 ９ １４ ８４．８ １．７ ８６．５ 

７月 ７ １４ ５４．４ ０．０ ５４．４ 

８月 ６ １２ ４１．９ ０．０ ４１．９ 

９月    ６  １３ ５３．５ ０．０ ５３．５ 

１０月 ６ １１ ４６．２ ０．０ ４６．２ 

１１月 ７ １４ ５２．８ ０．０ ５２．８ 

１２月 ７ １６ ５０．４ ０．０ ５０．４ 

１月 ７ １５ ５５．５ ０．０ ５５．５ 

２月 ６ １３ ４３．６ ０．０ ４３．６ 

３月 ８ １５ ５２．３ ０．０ ５２．３ 

計 ８３ １６２ ６４０．４ １．７ ６４２．１ 
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■ 年度別活動状況                     （単位：人、時間） 

年度 利用者数 
ヘルパー 

実人数 

ヘルパー延べ活動時間 
活動時間合計 

身体介護 身体介護なし 

平成３０年度 ６５ ８５ ４５５．３ ３１１．５ ７６６．８ 

令和元年度 ６７ １１８ ４６５．９ １７６．６ ６４２．５ 

令和２年度 ５９ ８１ ４４１．８ ４０．０ ４８１．８ 

令和３年度 ７８ １０３ ６６７．１ １０８．３ ７７５．４ 

令和４年度 ８３ １６２ ６４０．４ １．７ ６４２．１ 

 

２ 自立支援ホームヘルパーの派遣 

身体・知的・精神障がい者、重度心身障がい者、視覚障がい者に対して、日常生活を営

むのに支障がある方にホームヘルパーの派遣を行い、日常生活を支援します。  

令和４年度のホームヘルパー活動実績は、延べ利用者数５３９人で、身体・生活援助の

派遣活動時間は、５，９１５時間となりました。 

 

 

■ ホームヘルパー月別活動状況                （単位：人、時間） 

月 利用者数 
ヘルパー 

実人数 

ヘルパー延べ活動時間 
活動時間合計 

身体介護 生活援助 

４月 ４３ ３７ ２８１．１ １７９．４ ４６０．５ 

５月 ４４ ３７ ２７６．１ １９０．１ ４６６．２ 

６月 ４４ ３６ ３０１．０ ２０６．３ ５０７．３ 

７月  ４５ ３９ ３３１．５ １７３．８ ５０５．３ 

８月 ４４ ３８ ３２１．６ １６４．５ ４８６．１ 

９月 ４５ ３６ ３３８．１ １６３．３ ５０１．４ 

１０月 ４５ ３６ ３６５．５ １８３．３ ５４８．８ 

１１月 ４６ ３８ ３８０．５ １７５．４ ５５５．９ 

１２月 ４６ ３８ ３１２．８ １５２．１ ４６４．９ 

１月 ４５ ３７ ２９４．５ １５９．６ ４５４．１ 

２月 ４５ ３９ ３１１．４ １５７．２ ４６８．６ 

３月 ４７ ３７ ３４４．０ １５１．９ ４９５．９ 

計 ５３９ ４４８ ３,８５８．１ ２,０５６．９ ５,９１５．０ 

 

 



 49 

■ 年度別活動状況                      （単位：人、時間） 

年度 利用者数 
ヘルパー 

実人数 

ヘルパー延べ活動時間 
活動時間合計 

身体介護 生活援助 

平成３０年

度 

５７８ ４２９ ３,１２４．５ ３,８６６．７ ６,９９１．２ 

令和元年度 ５４２ ４２９ ２,３８１．２ ３,５３５．６ ５,９１６．２ 

令和２年度 ４９０ ４３４ ２,４８４．６ ３,１５８．５ ５,６４３．１ 

令和３年度 ５０９ ４３０ ３,９０２．２ ３,８９５．４ ７,７９７．６ 

令和４年度 ５３９ ４４８ ３,８５８．１ ２,０５６．９ ５,９１５．０ 
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地域福祉活動計画の推進  

令和４年度は、第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画のスタートの年度でしたが、

令和２年当初から続く新型コロナウイルス感染症の影響により地域福祉活動の見通しが

立たないこと等から第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画を１年先送りし、令和５年

度から令和９年度までを計画期間とする第４次地域福祉計画・地域福祉活動計画につい

て、新座市地域福祉計画推進委員会及び新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画推進委

員会を４回開催し策定作業を行い、令和５年２月１４日に答申されました。 

 ○地域福祉圏域 

圏 域 名 含まれる地区 

東部第一地区 池田・道場・片山・野寺 

東部第二地区 畑中・馬場・栄・新塚 

西部地区 新堀・西堀・本多・あたご・菅沢・野火止１～４丁目 

南部地区 石神・栗原・堀ノ内 

北部第一地区 東北・東・野火止５～８丁目 

北部第二地区 中野・大和田・新座・北野 

１ 新座市地域福祉計画及び新座市社会福祉協議会地域福祉活動計画推進委員会 

■ 会議等開催状況 

開催年月日 議   題 

令和４年 
５月２５日 

令和４年度第１回新座市地域福祉計画推進委員会及び新座市社会福祉協 

議会地域福祉活動計画推進委員会 

⑴ 委員長及び副委員長の選出について 

⑵ 諮問 

⑶ 第４次新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計

画等の策定について 

⑷ 第３次新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計

画に係る評価結果報告書について 

⑸ 新座市の地域福祉に関するアンケート調査結果報告書について 

⑹ 第４次新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計

画骨子について 

⑺ 新座市成年後見制度利用促進基本計画骨子について 

⑻ 新座市再犯防止推進計画骨子について 
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開催年月日 議   題 

令和４年 
８月１９日 

令和４年度第２回新座市地域福祉計画推進委員会及び新座市社会福祉協 

議会地域福祉活動計画推進委員会 

⑴ 第４次新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計

画素案について 

⑵ 新座市成年後見制度利用促進基本計画素案について 

⑶ 新座市再犯防止推進計画素案について 

 

令和４年 
１１月９日 

令和４年度第３回新座市地域福祉計画推進委員会及び新座市社会福祉協 

議会地域福祉活動計画推進委員会 

⑴ 第４次新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計

画素案について 

⑵ 新座市成年後見制度利用促進基本計画素案について 

⑶ 新座市再犯防止推進計画素案について 

 

令和５年 
２月８日 

令和４年度第４回新座市地域福祉計画推進委員会及び新座市社会福祉協 

議会地域福祉活動計画推進委員会 

⑴ 第４次新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計

画、新座市成年後見制度利用促進基本計画、新座市再犯防止推進計画

（素案）への意見等について 

⑵ 第４次新座市地域福祉計画・新座市社会福祉協議会地域福祉活動計

画、新座市成年後見制度利用促進基本計画、新座市再犯防止推進計画

答申（案）について 

 

 

２ 新座市東部第一地区地域福祉推進協議会（平成２５年４月３日設立） 

■ 会議開催状況 

会 議 名 開催月日・場所・参加人数 主要付議（議決）事項 

令和４年度 

総会 

令和４年５月８日（日） 

（出席委員２４人、委任状提

出委員１０人） 

○ 令和３年度事業報告 

○ 令和３年度収支決算報告及び監査

報告 

〇 令和４年度事業計画（案） 

○ 令和４年度収支予算（案） 

○ 委員の承認 
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運営委員会 令和４年４月１２日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

 １２人 

○ 令和４年度総会について 

○ 令和４年度事業について 

 

令和４年６月１４日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

 ２１人 

○ 令和４年度事業について 

 

令和４年７月１２日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

 １８人 

○ 令和４年度事業について  

令和４年９月１３日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

 １９人 

○ 令和４年度事業について 

 

令和４年１０月２２日（水） 

中央公民館 ２階 講義室 

 ２２人 

○ 令和４年度事業について 

 

 

令和４年１１月８日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

 ２０人 

○ 令和４年度事業について 

 

令和４年１２月１３日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

 ２０人 

○令和４年度事業について 

 

 

令和５年１月１０日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

 １３人 

○令和４年度事業について 

○令和５年度事業について 
 

令和５年２月１４日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

２１人 

○令和４年度事業について 

○令和５年度事業について 

○福進協委員の改選について 

令和５年３月１４日（火） 

中央公民館 ２階 講義室 

２６人 

○令和４年度事業について 

○令和５年度事業について 

○令和５年度総会について 

○福進協委員の改選について 
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■ 事業実施状況 

⑴ 東一福進協広報紙「かけはし」の発行 

  令和４年度については、東一福進協広報紙「かけはし」を１月に発行しました。 

 

⑵ 「第２回地域の歴史に学ぶ」（まち歩き事業）の実施 

「第２回地域の歴史を学ぶ」と題して、法臺寺前住職岩崎信丈氏から地域の歴史や

文化財、片山富士など様々なお話をしていただきました。 

開催日時：令和４年９月１０日（土）午前１０時～正午 

会  場：浄土宗 大平山 法臺寺 

講  師：前住職 岩崎 信丈氏 

参加者数：参加者２６人、スタッフ８人 合計３４人 

 

⑶ ホッとひといきティータイム（お茶会）の実施 

「小さな一歩」（片山一丁目）で１１月から毎月第一土曜日に開催しています。開

催状況は下記のとおりです。 

 ・令和４年１１月５日（土）午前１０時～正午 参加者３５人 

 ・令和４年１２月３日（土）午前１０時～正午 参加者２４人 

 ・令和５年 １月７日（土）午前１０時～正午 参加者１６人 

 ・令和５年 ２月４日（土）午前１０時～正午 参加者２４人 

・令和５年 ３月４日（土）午前１０時～正午 参加者２６人 

 

⑷ 令和４年度に開催を予定していたそのほかの事業について、新型コロナウイルス感  

染症の感染拡大の影響により中止しました。 

 

３ 新座市東部第二地区地域福祉推進協議会（平成２１年３月２８日設立） 

■ 会議開催状況 

会 議 名 開催月日・場所・参加者数 主要付議(議決)事項 

令和４年度総会 

 

新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止の観点から、書

面表決にて実施しました。 

（令和４年５月２５日） 

〇令和３年度事業報告 

○令和３年度収支決算報告及び監

査報告 

○令和４年度事業計画（案） 

○令和４年度収支予算（案） 

 

運営委員会 開催なし  
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事務局会議 令和４年６月２５日（土） 

福祉の里・７人 

○ 令和４年度事業について 

令和４年１０月２７日（木） 

福祉の里・１０人 

○ 令和４年度事業について 

令和４年１１月２４日（木） 

福祉の里・９人 

○ 令和４年度事業について 

令和４年１２月２２日（木） 

福祉の里・８人 

○ 令和４年度事業について 

令和５年１月２６日（木） 

栄公民館・７人 

○ 令和４年度事業について 

○ 令和５年度事業について 

令和５年２月２３日（木） 

栄公民館・１３人 

○ 令和４年度事業について 

○ 令和５年度事業について 

〇 令和５年度総会について 

令和５年３月２３日（木） 

福祉の里・１０人 

○ 令和４年度事業について 

○ 令和５年度事業について 

〇 令和５年度総会について 

 

■ 事業実施状況 

⑴ ふれあいの場づくり 

○ たまり場活動 

・すこやか水曜会・ＫＯＴＯＲＩの会・歌声広場「ひびき」のたまり場活動は、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止しました。 

・男のたまり場は、飛沫防止用の仕切りを使用する等の新型コロナウイルス感染症

の感染対策を講じて、１月から活動を再開しました。最終週の金曜日に馬場集会所

にて、健康マージャンを行いました（１/２７、２/２４、３/３１の３回実施）。 

 〇 まち歩き 

・「片山郷の北側“黒目の郷を歩く”」と題して、新座市ボランティアガイドの案内

で実施しました。 

開催日時：令和５年３月１９日（日）午前１０時～正午 

参加者数：参加者２２人、スタッフ１１人 合計３３人 

 

⑵ 地域に活動の場づくり  

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から東二福進協の活動が中止と 

なっていたため、活動ができませんでした。 
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⑶ お互いを理解し合うために 

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から東二福進協の活動が中止と 

なっていたためセミナー等も開催せず、視察研修も中止となりました。 

 

⑷ 支え合うしくみづくり 

・町内会、専門職等の他団体との連携は、東二福進協の活動が中止となっていたため

取組をしませんでした。 

 

⑸ 情報の発信と共有 

「せせらぎ通信」は、東二福進協の活動中止に伴い令和２年３月の№４５号の発刊以

降、発刊を中止していましたが、令和５年３月に№４６号を発刊しました。 

 

４ 新座市西部地区地域福祉推進協議会（平成３１年２月９日設立） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、令和４年度は会議等を中止

しました。 

 

５ 新座市南部地区地域福祉推進協議会（平成１９年１２月２２日設立） 

■ 会議開催状況 

会 議 名 開催月日・場所・参加者数 主要付議(議決)事項 

令和４年度総会 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止の観点から、書面

表決にて実施しました。 

（令和４年５月１５日） 

○令和３年度事業報告 

○令和３年度収支決算報告及び

監査報告 

○令和４年度事業計画(案) 

○令和４年度収支予算(案) 

○推進委員の選任 

○運営委員の選任 

○役員の選任 

○要綱の一部改正 

運営委員会 毎月第１火曜日  石神集会所 

（１月のみ第２火曜日） 

事業実施について 

 

事務局会議 毎月第４火曜日 

栗原ふれあいの家 

事業実施について 
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■ 事業実施状況 

⑴ しゃべりの家 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から上半期は原則開催を中止と

しましたが、下半期に活動を再開しました。 

名 称 実施予定 実施回数・参加者数 場 所 

栗原みんなで楽しむ家 第２水曜日 １１回・７８人 栗原第一集会所 

ふれあいサロン栗原 第３木曜日 １１回・２００人 栗原ふれあいの家 

おしゃべりの家武野 第２金曜日 ９回・６６人 武野集会所 

おしゃべりの家石神 第２火曜日 １０回・１３９人 石神集会所 

北原おしゃべりの家 第１木曜日 １１回・２９２人 北原集会所 

 

⑵ 「しゃべりの家」の集い 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止しました。 

 

⑶ 地域福祉情報の共有化 

広報紙「南の風」（４月・７月・１０月・１月）を発行しました。号外（地域で子

育てチラシ）を１回発行しました。 

 

⑷ 研修会の開催（偶数月の運営委員会後に実施） 

 ・ ６月：「地域福祉と福進協について」 新座市福祉政策課 中村副課長 

 ・ ８月：「南部高齢者相談センターについて」  

為我井委員、太田氏（南部高齢者相談センター職員） 

 ・１０月：「成年後見制度について」 宮部委員 

 ・１２月：「防災グッズの紹介」 ケアプラザ彩ふく職員 

 

⑸ 他地区福進協との連携活動 

① 新座市福祉フェスティバル 

② 新座市ボランティアまつり 

 ③ 新座市地域福祉推進連絡協議会視察研修 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、各事業が中止となりました。 

 

⑹ 独自イベントの開催 

① 「地域で子育てみんなであーそぼー」 

 開催日：令和４年１２月１１日（日） 
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場 所：栗原公園 

来場者：３０６人（スタッフ含む） 

内 容：綿菓子・ポップコーン配布、竹ぽっくり作り、輪投げ、折り紙、鬼の穴（玉

入れ）、段ボール鉄砲、紙飛行機、バルーンアート、なわとび 

② 「男の料理」 

③ 「ミニコンサート」 

 ※②・③は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止しました。 

 

６ 新座市北部第一地区地域福祉推進協議会（平成２８年２月２５日設立） 

■ 会議開催状況 

会議名 開催月日・場所・参加者数 主要付議（議決）事項 

令和４年度総会 新型コロナウイルス感染症

の感染拡大防止の観点から、書

面表決にて実施しました。 

（令和４年５月２５日） 

○令和３年度事業報告、収支決

算報告、監査報告について 

○令和４年度事業計画（案）、収

支予算（案）について 

○委員、会長、運営委員及び事 

務局の選任 

事務局会議 令和４年４月２７日（水） 

野火止公民館 ９人 

○今後の会議及び事業について 

○令和４年度総会について 

 令和４年６月１日（水） 

野火止公民館 ７人 

○書面表決総会の結果について 

○これからの事業の内容及び進

め方 

令和４年６月２２日（水） 

野火止公民館 ６人 

○全員参加による運営委員会の

開催内容について 

令和４年１１月３０日（水） 

野火止公民館 ７人 

○運営委員会でのアンケート結

果について 

○今後の事業及び会議の方向性

について 
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全委員参加運営委

員会 

令和４年１１月９日（水） 

新座市民会館会議室 ３０人 

○北一福進協実施事業のまとめ 

と意見交換（平成２９年度か 

ら令和元年度まで実施してき 

た各種取組の解説付きスライ 

ドショー） 

○意見交換とアンケート実施 

令和４年１２月２１日（水） 

野火止公民館 ３１人 

○地区内４会場茶話会の開催方 

法について 

○各プロジェクト今後の取組に

ついて① 

令和５年１月２５日（水） 

野火止公民館 ２６人 

○各プロジェクト今後の取組に

ついて② 

令和５年２月２２日（水） 

野火止公民館 ２３人 

○地区内４会場茶話会の再開に 

ついて① 

○各プロジェクト今後の取組に

ついて③ 

令和５年３月２２日（水） 

野火止公民館 ２６人 

○地区内４会場茶話会の再開に 

ついて② 

○各プロジェクト今後の取組に

ついて④ 

■ 事業実施状況 

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、令和４年度は予定していた

事業を中止しました。 
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７ 新座市北部第二地区地域福祉推進協議会（平成１９年７月２２日設立） 

■ 会議開催状況 

会議名 開催月日・場所・参加者数 主要付議(議決)事項 

令和４年度総会 令和４年４月２９日（金） 

大和田公民館 体育室 

出席者４２人・委任状２３人 

〇令和３年度事業報告 

〇令和３年度収支決算報告及び監査報

告 

〇令和４年度事業計画(案) 

〇令和４年度収支予算(案)  

〇委員の交代、欠員補充について 

中間報告会 令和４年１０月２日（日） 

「午前の部」 

新座ふれあいの家 軽体育

室 

出席者４１人 

「午後の部」 

北野ふれあいの家 軽体育室 

出席者３０人 

〇中間事業報告会 

〇第４次地区活動計画策定について 

（グループ討議） 

〇津軽三味線演奏会（午前の部） 

〇遊びの広場ガチャガチャバンド（午

後の部） 

（新型コロナウイルス感染症の感染拡

大防止の観点から、参加者の密集を防

ぐため、午前及び午後の部の２部構成

として同一内容で開催しました。） 

運営委員会 毎月第４土曜日（原則） 

新座ふれあいの家ほか 

１２回開催 

四役会 毎月第４火曜日 

新座一丁目集会所ほか 

１２回開催 

※ 四役会とは、会長、副会長、書記、会計の会議をいう。 

 

■ 事業実施状況 

⑴ 情報の集積・共有・発信 

①  きたにかわらばん（第８５号～第９０号）を隔月６回発行し全戸配布（一部の町

内会は回覧）しました。 

②   ふれあい防災キャンプ（５月１４日（土）から１５日（日））、地域ボランティア

説明会（５月２４日（火）、６月４日（土））、きたにフェスタ冬（２月２６日（日））

において、活動紹介のパネル展示による活動紹介を行いました。 

③  十文字学園女子大学の公開講座、同大学ボランティアセンター及び佐藤陽教授の
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ゼミ、大和田公民館の公民館まつりにおいて、スライドやパネル展示による活動紹

介を行いました。 

④  北二福進協の活動紹介リーフレットを作成し、会議や事業などで配布して周知を

図りました。 

⑵  地域ボランティア活動の推進 

①  福祉教育へのかかわり 

小・中・高等学校での福祉体験学習は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止の観点から中止しました。 

②  地域ボランティア説明会の開催 

５月２４日と６月４日に新座ふれあいの家において開催し、活動内容をスライ

ドにて紹介し、ボランティアへの登録の案内を行いました（令和５年３月現在で

の登録者２５０人）。 

③   地元の農業・商店等との連携の模索 

福進協のイベント「きたにフェスタ」で、地元農園グループに焼き芋の模擬店

の出店を依頼し、パン焼きイベントでは農園で収穫した果物で作ったジャムを寄

付していただきました。 

また、商店会に所属している「スペースともに」において、商店主の方に地域

の歴史や自らの体験談などの講話をしていただきました。 

⑶  たまり場づくり 

①  たまり場プロジェクト 

まったり木曜（毎週木曜日）は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の

観点から昨年度から見合わせていましたが、令和２年５月から引き続き新座二丁

目商店街にある「スペースともに」を借りて、毎週木曜日に「まったり木曜臨時

立ち寄り所」を午前９時３０分から午後３時まで全４６回開催しました。 

（参加者延べ２，４５０人） 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況を勘案しながら、７月から

新座ふれあいの家で「まったり木曜日」を毎週試行的に再開し、地域住民の交流

や情報交換などの場となりました。 

（３３回開催、延べ６７１人） 

②   まったり体操は、毎週月曜日の午前１０時から１１時に新座二丁目ふれあい公

園において（全３５回、参加者延べ９１１人）、毎週木曜日の午前９時３０分から

１１時に新座ふれあいの家軽体育室において（全４５回、参加者延べ１，０８３

人）開催しました。 

⑷  支え合いの仕組みづくりに向けて 

①  「地域ささえあいネット」 



 61 

毎月第１火曜日の午後７時から８時３０分まで、オンライン会議形式を取り入

れ１２回開催しました。オンラインため、遠方の参加者が増加しました。 

また、対面式会場とオンライン参加を併用したハイブリット型の開催も試行し

ました。 

（会議参加登録者は、昨年度の７５人から１３人増加し８８人となりました。） 

②  「地域支え合いセンターきたに」 

新座一丁目集会所にて毎週火曜日の午前１０時から正午まで、北部第二地区民

生委員・児童委員、北部第二高齢者相談センターや地域の福祉関係施設の介護専

門職員が相談員となり、地域住民の方々の困りごと相談の場を設けました。相談

を受ける場、相談員である専門職や民生委員・児童委員同士の情報交換の場とし

て有効に運営しています。 

（９月には高齢者相談センターによる介護保険についての研修会を実施しました。

年間４０回開催、毎回７人から９人の民生委員・児童委員が担当しています。） 

⑸   地域を知るために（地域の宝さがしプロジェクト） 

①   「道草くおーたー」月２回程度（夏季期間の７月から９月までは除く。） 

地域での散歩コースを設定し、にいバスの使用、車いす体験を実施するなどの

企画で各回テーマを決め、散歩マップを作成し、新座市内のみならず近隣市をコ

ースに含めて実施しました。 

（全１７回実施、延べ２４６人が参加） 

②  「宝さがし講座」夏季期間（７月から９月の月１回開催） 

気温の高い夏季期間中で、道草くおーたーに代わる活動として、室内でのワー

クショップや活動内容をスライド上映で振り返りを行い、地元のゲストスピーカ

ーを招いて地域の歴史などをテーマとして講座を開催し、地域への理解を深めま

した。 

（全３回開催、延べ４９人が参加） 

⑹   安心・安全なまちへ（防災プロジェクト） 

①  「ふれあい防災キャンプ」（新座小学校にて） 

今年度も新型コロナウイルス感染症に十分配慮しながら、市役所、社協、新座

消防署、小学校の協力を得て５月１４日（土）から１５日（日）にかけて実施し

ました。 

（参加者数 １０６人） 

 

②  「防災講座」の開催 

地域での防災意識の向上と次年度の事業へつなげることを目的に以下の講座を

３回開催しました。 
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９月７日（水）避難所情報センターの役割を考える（要支援者の安否確認） 

１０月５日（水）避難所での困りごと、みんなで知恵を出し合うワークショップ 

１１月２日（水）地域の若い世代と協同するため 

⑺  共に育ち・学ぶまちへ（遊び場プロジェクト） 

「遊びの広場」を毎月の第４日曜日午後に東裏公園（冬季の１１月から２月までは、

北野第二公園）にて市内大学（立教大学、十文字学園女子大学、跡見学園女子大学）

の学生ボランティアの協力を得て開催しました。 

（全１０回実施し、延べ４３０人参加） 

⑻  イベントの実施・出会いと交流の場づくり 

①  「みんなでピンポン」として、毎週木曜日の午後１時から５時３０分まで新座ふ

れあいの家の軽体育室にて、卓球による地域住民の交流の場として実施しました。 

（全５１回実施し、延べ７９０人が参加） 

②  大和田公民館まつりに１１月６日（日）に参加し、パネル展示等で北二福進協の

活動紹介を行いました（まつり会場の休憩所の運営も行いました。）。 

③  「きたにフェスタ冬」を２月２６日（日）に北野第二公園にて開催し、子どもた

ちを中心に多くの住民の方々の参加があり、地域交流が図られました。 

きたにフェスタ冬は、遊びの広場に参加している保護者、立教大学や跡見学園

女子大学の学生、子育て支援センターや児童センターの職員などが実行委員会に

参加していただき、対面やオンラインによる４回の会議を経て開催しました。 

 

８ 新座市地域福祉計画及び新座市社協地域福祉活動計画に基づく進捗状況等の打合せ

会議 

新座市地域福祉計画及び新座市社協地域福祉活動計画に基づき、原則毎月第３水曜

日に、市職員と新座市社協職員による地域福祉推進協議会の地域福祉活動報告及び計

画等について情報の共有を図るために打合せ会議を開催しました。 

（４月２０日（水）、５月１８日（水）、６月１５日（水）、７月２０日（水）、 

９月２１日（水）、１０月１９日（水）、１１月１６日（水）、１２月２２日（木）、 

１月１８日（水）、２月１５日（水）３月１７日（金）） 

 

９ 新座市社協地域福祉推進連絡協議会事業 

 各地区福進協の相互理解を深めるとともに、共通課題への取組や関係機関との連携

を通して、協力体制を図り、活動の充実と発展を図るため、地域福祉推進連絡協議会

を設置し（H26.4.1 施行）、東部第一・東部第二・西部・南部・北部第一・北部第二地

区の福進協委員を中心に事業を行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止の観点から総会及び会議のみ開催しました。 
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会議名 開催月日・場所・参加者数 主要付議(議決)事項 

令和４年度総会 令和４年５月２７日（金） 

商工会館 大会議室 

出席 １６人 

〇各地区委員について 

〇役員（会長・副会長）の選任につい 

 て 

〇令和３年度事業報告について 

〇令和４年度事業計画について（案） 

 

会議 令和４年１２月２１日（水） 

第三庁舎 大会議室 

出席 １５人 

〇視察研修について 

〇情報交換について 
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特定相談支援事業の実施  

特定相談支援事業は、障がい者（児）が福祉サービス等を利用する際に、サービス等

利用計画の作成及びサービス利用中のモニタリングを行うものであり、新座市から指定

を受け、平成２６年７月に開始しました。 

令和４年度の継続利用は９７人、新規契約が１１人、途中解約が９人となり、年度末

契約者は９９人でした。相談支援専門員１名が作成した利用計画の件数は１０６   

件、モニタリング件数は２１９件で合計３２５件となりました。 

■ 特定相談支援事業                     （単位：件） 

年 度 
 

利用計画 

作成件数 

モニタリン

グ件数 

契 約 件 数 

新 規 継 続 解 約 
年度末 

契約数 

令和２年度 １００ ２１８ １２ ９６ １０ ９８ 

令和３年度 １０３ ２２５ １２ ９８ １０ １００ 

令和４年度 １０６ ２１９ １１ ９７ ９ ９９ 

■ 利用計画作成及びモニタリング月別件数     （単位：件）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 

月 

利用計画作成件数 モニタリング件数 合 計 

成人 児童 成人 児童 成人 児童 

４月 １２ ０ １８ ０ ３０ ０ 

５月 ７ ０ ２３ ０ ３０ ０ 

６月 ７ ０ ２２ ２ ２９ ２ 

７月 １１ ０ １７ ２ ２８ ２ 

８月 ６ ０ １５ １ ２１ １ 

９月 ７ ０ ２０ ０ ２７ ０ 

１０月 ８ ２ ２７ ０ ３５ ２ 

１１月 ７ １ ３ ０ １０ １ 

１２月 １１ ２ １５ ０ ２６ ２ 

１月 １０ ０ １６ ０ ２６ ０ 

２月 ６ １ １６ ０ ２２ １ 

３月 ８ ０ ２２ ０ ３０ ０ 

小計 １００ ６ ２１４ ５ ３１４ １１ 

合計 １０６ ２１９ ３２５ 
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居宅介護支援事業の実施  

平成１２年度から実施された介護保険制度に基づき居宅介護支援事業（ケアプランの

作成）を実施しました。令和４年度に介護支援専門員（ケアマネジャー）3.7 人で作成

したケアプランは、延べ１,６２３ 件となりました。また、介護度別ケアプラン担当件

数は、次のとおりです。 

■ ケアプラン担当件数                     （単位：人、件） 

 
総合

事業 

介護予防 

サービス 
介護サービス  

月 
事業 

対象者 

要支援 

１ 

要支援

２ 

要介護

１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５ 
合 計 

４月 ０ １ 2 ７２ ３０ ２０ ２０ １０ １５５ 

５月 ０ １ 2 ７３ ３０ ２０ ２３ １０ １５９ 

６月 ０ １ 2 ７１ ２８ ２０ ２０ ９ １５１ 

７月 ０ １ 2 ６８ ２６ １６ ２０ ９ １４２ 

８月 ０ 1 2 ５５ ２３ １５ ２０ ９ １２５ 

９月 ０ 1 2 ５７ ２４ １５ ２１ ９ １２９ 

１０月 ０ 1 2 ５８ ２６ １６ ２１ １１ １３５ 

１１月 ０ 1 2 ５７ ２６ １７ ２０ ９ １３２ 

１２月 ０ 1 2 ５７ ２６ １５ ２１ ９ １３１ 

１月 ０ 1 2 ５５ ２６ １２ ２０ ８ １２４ 

２月 ０ 1 2 ５２ ２７ １２ １９ ８ １２１ 

３月 ０ 1 2 ４９ ２８ １４ １７ ８ １１９ 

計 ０ １２  ２４ ７２４ ３２０ １９２ ２４２ １０９ 1,623 

＊ 総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）は、「要支援１・２」の方と新たな対

象者区分である「事業対象者」の方が利用できます。「事業対象者」は、基本チェッ

クリストの判定該当基準のいずれかに該当し、かつ、高齢者相談センター（地域包括

支援センター）によるアセスメントにおいてサービスの必要性があると判断された方

となります。 
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■ 年度別担当件数                      （単位：人、件） 

年度 
事業 

対象者 
要支援 

１ 
要支援 

２ 

要介護 

１ 

要介護 

２ 

要介護 

３ 

要介護 

４ 

要介護 

５ 
合 計 

令和元年度 ２８ ０ ２６ ７０２ ２８７ ２４９ １８４ １８４ １，６６０ 

令和２年度 ２７ ０ ２４ ６８５ ３３４ ２６８ １６３ ２０７ １，６８５ 

令和３年度 ４ ８ ２４ ７３９ ３５１ ２３７ ２０１ １５４ １，７１８ 

令和４年度 0 １２  ２４ ７２４ ３２０ １９２ ２４２ １０９  １, ６２３ 

 

■ 要介護認定代行申請件数 

 

 

 

 

 

新規 更新 変更 

 ０件 １１３件   ２４件 
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高齢者相談センター（地域包括支援センター）の運営 

市内７か所（令和５年度から８か所）に設置された高齢者相談センター（地域包括支

援センター）のうち、東部第一高齢者相談センターを平成１９年度に市から受託し、１

６年目の運営を行いました。 

■ 東部第一地区（池田・道場・片山・野寺）の状況 

令和４年度（令和５年１月１日現在） 

区 分 人 口（人） ６５歳以上（人） 高齢化率（％） 

池 田 ３，２０５ ８４８ ２６．５％ 

道 場 １，６４３ ５６５ ３４．４％ 

片 山 ７，５３１ ２，００７ ２６．６％ 

野 寺 ９，９６４ ２，８１５ ２８．３％ 

計 ２２，３４３ ６，２３５ ２７．９％ 

市全体 １６５，７３０ ４２，６７７ ２５．８％ 

 

令和３年度（令和４年１月１日現在） 

区 分 人 口（人） ６５歳以上（人） 高齢化率（％） 

池 田 ３，２３６ ８６２ ２６．６ 

道 場 １，６５３ ５７１ ３４．５ 

片 山 ７，５６４ １，９８７ ２６．３ 

野 寺 １０，０４４ ２，８６０ ２８．５ 

計 ２２，４９７ ６，２８０ ２７．９ 

市全体 １６６，１０８ ４２，８２３ ２５．８ 

 

令和２年度（令和３年１月１日現在） 

区 分 人 口（人） ６５歳以上（人） 高齢化率（％） 

池 田 ３，２１８ ８６２ ２６．８ 

道 場 １，６９１ ５７５ ３４．０ 

片 山 ７，４９６ １，９７７ ２６．４ 

野 寺 １０，１６８ ２，８７４ ２８．３ 

計 ２２，５７３ ６，２８８ ２７．９ 

市全体 １６６，２０８ ４２，５７５ ２５．６ 
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■ 介護予防給付事業 

介護保険制度にて要支援１・２に認定された高齢者の介護予防給付のサービス・支

援計画表（ケアプラン）を作成しました。 

ケアプラン作成件数                （単位：件） 

区 分 要支援１ 要支援２ 小 計 うち委託作成分 

４月 １７ ２５ ４２ ４ 

５月 ２１ ２５ ４６ ４ 

６月 ２２ ２５ ４７ ４ 

７月 ２２ ２６ ４８ ３ 

８月 ２１ ２７ ４８ ２ 

９月 ２１ ２７ ４８ ４ 

１０月 ２１ ２６ ４７ ３ 

１１月 ２４ ２６ ５０ ３ 

１２月 ２１ ２８ ４９ ３ 

１月 １９ ３３ ５２ ３ 

２月 ２１ ３０ ５１ ３ 

３月 ２１ ２９ ５０ ３ 

合 計 ２５１ ３２７ ５７８ ３９ 

平成３０年度 ２８８ ３２３ ６１１ １６９ 

令和元年度 ２２８ ２８８ ５１６ ９０ 

令和２年度 １７９ ２８６ ４６５ ６８ 

令和３年度 １６９ ３２１ ４９０ ６３ 
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■ 介護予防ケアマネジメント事業 

平成２９年度から始まった要支援１・２及び事業対象者に認定された高齢者の新座

市介護予防・日常生活支援総合事業のサービス・支援計画表（ケアプラン）を作成し

ました。 

ケアプラン作成件数                       （単位：件） 

区 分 要支援１ 要支援２ 事業対象者 小 計 うち委託作成分 

４月 ３１ ３１ １７ ７９ ２ 

５月 ２９ ３３ １７ ７９ ２ 

６月 ２７ ２９ １７ ７３ ２ 

７月 ２６ ３１ １７ ７４ ３ 

８月 ２９ ３０ １７ ７６ ３ 

９月 ２６ ３１ １７ ７４ ３ 

１０月 ２７ ３２ １７ ７６ ３ 

１１月 ２６ ３４ １４ ７４ ３ 

１２月 ３２ ３５ １３ ８０ ３ 

１月 ３０ ３２ １０ ７２ ２ 

２月 ２８ ３３ １３ ７４ ４ 

３月 ２８ ３２ １３ ７３ ４ 

合 計 ３３９ ３８３ １８２ ９０４ ３４ 

平成３０年度 １５８ １５１ ６６５ ９７４ １３９ 

令和元年度 １５７ １５７ ５３３ ８４７ ８１ 

令和２年度 １９７ ２１９ ４１８ ８３４ ４５ 

令和３年度 ３１８ ３４４ ２５５ ９１７ ２６ 

※事業対象者とは、基本チェックリスト（心身の状況を確認するチェック表）の結果、

生活機能の低下がみられた方 
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■ 総合相談・支援事業 

介護や生活を中心とした相談支援を実施しました。 

相談対応件数                    （単位：件） 

区 分 電話相談 来所相談 訪問相談 小 計 

４月 ３６５ ２２ １００ ４８７ 

５月 ４２９ ２７ １１７ ５７３ 

６月 ４１８ ２８ １３０ ５７６ 

７月 ４１７ ３１ ８３ ５３１ 

８月 ４２１ ３８ １０４ ５６３ 

９月 ３７０ ３２ １１７ ５１９ 

１０月 ４６３ ３２ １３６ ６３１ 

１１月 ３８８ ３２ １０６ ５２６ 

１２月 ４４９ ２２ １６０ ６３１ 

１月 ４７６ ３０ １１０ ６１６ 

２月 ４３４ ３５ １０９ ５７８ 

３月 ５０８ ４２ １４５ ６９５ 

合 計 ５，１３８ ３７１ １，４１７ ６，９２６ 

平成３０年度 ３，０７７ ３０９ １，９６５ ５，３５１ 

令和元年度 ３，３００ ２８５ １，９４７ ５，５３２ 

令和２年度 ４，１９７ ２７７ １，２３１ ５，７０５ 

令和３年度 ４，８７１ ３２６ １，５７１ ６，７６８ 

また、相談事業の一環として「出前介護相談」を実施しました。 

①  第１回出前介護相談 

日時／場所／参加者 

令和４年９月１５日（木） 

午前１０時～１１時／池田前原集会所／７人 

午後２時～３時／片山集会所／４人 

内 容  骨密度測定、健康相談、介護相談 

 

②  第２回出前介護相談 

日時／場所／参加者   

令和４年１０月２０日（木） 
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午前１０時～１１時／道場一丁目集会所／６人 

午後２時～３時／野寺集会所／１９人 

内 容  骨密度測定、健康相談、介護相談 

 

■ 権利擁護事業 

成年後見制度や高齢者虐待対応を行いました。 

相談対応件数 

区 分 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 ３０年度 

成年後見制度相談件数 ５件 １２件 ８件 １０件 １１件 

 

高齢者虐待      

      

相談件数 ０件 １件 ４件 ５件 ２件 

訪問件数 ０件 ０件 ３件 ６件 ４件 

立入件数 ０件 ０件 ０件 ０件 ０件 

 

■ 包括的・継続的ケアマネ支援事業 

地域のケアマネジャーを支援するため、相談事業と地域ケア会議を開催し、事例検

討や制度の勉強会などを行いました。 

区 分 令和４年度 令和３年度 令和２年度 令和元年度 ３０年度 

地域ケア会議の開催 １２回 ０回 ５回 １２回 １２回 

ケアマネジャーからの相談件数 ４６件 ４８件 ５８件 ５９件 ９７件 

 

■ 新座市認知症サポーター養成講座 

認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り、支援する「認知症

サポーター」を多数養成し、認知症になっても安心して暮らせるまちを市民の手によ

って作っていくことを目指して養成講座を開催しました。 

 ①第１回 

日 時  令和４年７月２１日（木）午前１０時～正午 

会 場  野寺集会所 

参加者  １０人 

 ②第２回 

日 時  令和４年８月２５日（木）午前１０時～正午 

会 場  中央公民館 

参加者  ５人 

 


